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５
月
４
日
、　

ハ
ワ
イ
の
古
代

式
航
海
カ
ヌ
ー
「
ホ
ク
レ
ア
号
」

（
長
さ　

ｍ
、
幅　

ｍ
）
が
宇
土

１９

５．３

マ
リ
ー
ナ
に
入
港
し
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ア
号
は
、
ハ
ワ
イ
の

人
々
の
伝
統
文
化
と
誇
り
を
取
り

戻
す
た
め
に
伝
統
的
な
建
造
技
術

で
再
現
さ
れ
、
近
代
航
海
機
器
を

使
わ
ず
、
星
や
月
、
太
陽
の
位
置

か
ら
針
路
を
決
め
て
航
海（
ス
タ
ー

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
航
海
は
、
多
く
の
日
本

人
が
ハ
ワ
イ
に
開
拓
移
民
と
し
て

移
住
し
た
経
緯
を
ふ
ま
え
、
移
住

者
を
多
く
出
し
た
県
を
中
心
に
寄

航
。
そ
の
中
で
も
熊
本
県
は
日
本

で
３
番
目
の
多
さ
と
な
る
１
万
９

千
人
が
移
住
し
た
た
め
、
寄
港
地

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
熊
本
県
で
は
、
宇
土
マ
リ
ー
ナ

が
海
の
駅
に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
平
成
　
年
に
復
元
し
た
古
代

１７

船
で
大
阪
ま
で
石
棺
を
運
ん
だ

「
大
王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航
海
」
の

出
航
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

宇
土
市
が
寄
港
地
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
ホ
ク
レ
ア
号
は
１
月
に
ハ
ワ
イ

島
を
出
航
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
や
パ

ラ
オ
な
ど
を
経
て
４
月
下
旬
に
日

本
の
最
初
の
寄
港
地
で
あ
る
沖
縄

県
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
５
月
４
日
、
多
く
の
市
民
が
出

迎
え
る
中
、
ホ
ク
レ
ア
号
は
、
大

漁
旗
を
掲
げ
た
漁
船
に
え
い
航
さ

れ
宇
土
マ
リ
ー
ナ
に
入
港
。
乗
組

員
　
人
が
上
陸
す
る
と
、
待
ち
構

１４
え
た
多
く
の
市
民
は
日
米
の
国
旗

の
小
旗
を
振
り
、
太
鼓
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　
滞
在
中
の
５
日
と
６
日
は
、
マ

リ
ー
ナ
の
桟
橋
で
ホ
ク
レ
ア
号
と

「
大
王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航
海
」
の

古
代
船
「
海
王
」
の
体
験
乗
船
を

よ
う
こ
そ
鎧
宇
土
市
へ

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
体
験
乗
船

実
施
。
早
々
に
受
付
を
終
了
す
る

ほ
ど
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
客
が

訪
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
体
験
乗
船
で
は
、
乗
組
員
が
船

の
動
か
し
方
や
船
内
や
海
で
の
生

活
、
荒
天
時
の
苦
労
な
ど
を
説
明
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
瞳
を
輝

か
せ
な
が
ら
ホ
ク
レ
ア
号
に
触
れ
、

「
ど
う
や
っ
て
夜
は
眠
る
の
？
」

「
ど
う
や
っ
て
食
事
を
す
る
の
？
」

な
ど
多
く
の
質
問
を
投
げ
か
け
て

い
ま
し
た
。

熱心に説明する乗組員

航 海 術 に 学 ぶ
　５月１日、

宇土市青少年

健全育成事業

講演会が市民

会館で行われ、

市内中学生および市民など約５００人が

参加しました。

　これは、「航海術に学ぶ知恵と勇気」

と題して、ホクレア号乗組員や大王の

ひつぎ実験航海関係者による講演など

を行い、異文化の体験や古代史・海事

史の学習を通して、青少年の健全育成

を目指し開催したものです。参加者ら

はホクレア号や大王のひつぎ実験航海

のさまざまな取り組みに感心しながら

聞き入っていました。

　なお、同事業は宝くじ普及広報事業

費を財源として財団法人自治総合セン

ターが助成し、実施されたものです。

友友
好好
のの

輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪
をを
広広
げげ
よよ
うう

大海原を走るホクレア号　『ホクレアとは、ハワイ語で幸せの星という意味』

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

ホ
ク
レ
ア
号
が
宇
土
マ
リ
ー
ナ
に
寄

ホ
ク
レ
ア
号
が
宇
土
マ
リ
ー
ナ
に
寄
航航
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子
ど
も
た
ち
が
英
語
で
お
見
送
り

▲大漁旗でお見送り

▼地域の方と交流

　
６
日
午
前
中
、
乗
組
員
は
有
明

海
の
漁
業
を
見
学
し
、
午
後
か
ら

は
下
関
水
産
大
学
校
の
学
生
ら
が

乗
り
込
ん
だ
海
王
や
市
内
漁
協
の

組
合
員
に
よ
る
大
漁
旗
を
掲
げ
た

漁
船
に
よ
る
海
上
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
ま
し
た
。
歓
迎
式
典
で
は
、

あ
り
あ
け
保
育
園
園
児
や
鶴
城
中

吹
奏
楽
部
、
宇
土
雨
乞
い
太
鼓
保

存
会
青
年
部
が
見
事
な
演
奏
を
披

露
し
、
乗
組
員
ら
は
旅
の
疲
れ
を

癒
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
７
日
の
出
航
記
念
式

典
で
は
、
網
田
小
学
校
（
三
角
陽

司
校
長
）
の
全
児
童
が
「
幸
せ
な

ら
手
を
た
た
こ
う
」
を
英
語
で
歌

い
、
児
童
ら
の
一
生
懸
命
な
姿
に

乗
組
員
ら
は
笑
顔
で
温
か
い
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
を
代
表
し
て
同
校
６
年
生

の
中
村
美
沙
希
さ
ん
が
英
語
で
ス

ピ
ー
チ
。
最
後
の
お
別
れ
に
参
加

者
約
３
０
０
人
が
輪
に
な
っ
て
手

を
つ
な
ぎ
航
海
の
安
全
を
祈
る
ハ

ワ
イ
流
の
儀
式
を
行
い
、
参
加
者

全
員
で
ホ
ク
レ
ア
号
の
出
航
を
見

送
り
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ア
号
は
、
長
崎
、
福
岡

な
ど
に
寄
港
し
な
が
ら
最
終
目
的

地
の
横
浜
を
目
指
し
、
６
月
下
旬

に
ハ
ワ
イ
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

次の寄港地に向うホクレア号

友好の輪を広げよう

　
５

月
　

日
、
市

民

会

館

で

１９

「
ワ
ー
ト
バ
ー
グ
大
学
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
は
管
楽
器
、
打
楽
器
　
人
５５

の
編
成
で
年
間
を
通
し
て
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
る
ほ
ど
の

実
力
派
。
今
回
、
日
本
各
地
７
カ

所
で
公
演
し
、
宇
土
国
際
交
流
友

の
会
（
九
谷
新
吾
会
長
）
の
呼
び

か
け
に
よ
り
、
日
本
ツ
ア
ー
の
最

終
地
に
宇
土
市
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
宇
土
公
演
で
は
、
友
情
出
演
と

し
て
鶴
城
中
吹
奏
楽
部
と
市
民
吹

奏
楽
団
が
演
奏
を
披
露
。
そ
の
後
、

同
大
が
壮
大
な
演
奏
で
　
曲
を
披

１０

露
し
、
駆
け
つ
け
た
約
６
５
０
人

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
同
大
メ
ン
バ
ー
は
　
日
か
ら
　

１８

２１

日
ま
で
、
市
内
の
民
家
な
ど
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
滞
在
。
来
訪
初

日
は
、
市
民
会
館
で
自
ら
寿
司
を

握
っ
て
昼
食
を
楽
し
み
、
琴
、
三

味
線
、
和
太
鼓
、
茶
道
な
ど
不
慣

れ
な
手
つ
き
な
が
ら
も
日
本
文
化

を
笑
顔
で
体
験
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
役
所
を
訪
れ
、
田

口
信
夫
市
長
を
表
敬
。
世
界
の
ア

ジ
サ
イ
を
咲
か
せ
る
取
り
組
み

（
Ｐ
　
掲
載
）
で
同
大
か
ら
２
月

１７

に
贈
ら
れ
て
き
た
　
株
の
ア
ジ
サ

２５

イ
の
う
ち
、
５
株
を
市
役
所
駐
車

場
の
花
壇
に
植
え
ま
し
た
。

　
　
日
は
、
宇
土
小
、
花
園
小
、

１９
網
田
小
に
そ
れ
ぞ
れ
メ
ン
バ
ー
が

出
向
く
と
児
童
ら
が
英
語
で
の
ス

ピ
ー
チ
や
合
唱
、
合
奏
な
ど
で
歓

迎
。
メ
ン
バ
ー
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
の
披
露
や
楽
器
の
体

験
な
ど
を
児
童
と
一
緒
に
取
り
組

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

アジサイの植樹

み
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
日
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
そ

２０
れ
ぞ
れ
フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
中
学
校

体
育
大
会
や
轟
水
源
、
市
内

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

遊
び
に
行
く
な
ど
休
日
の
ひ
と
と

き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
入
地
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
庭
先
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
駆
け
つ
け
た
約
１
５
０
人
の

地
域
住
民
ら
は
、
管
楽
器
の
優
雅

な
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。日曜日の夕方に庭先ミニコンサート

▲茶道の体験

壮大な演奏

▼乗組員と交流を図る子どもたち

捲

捲

捲

音
楽
で
国
際
交

音
楽
で
国
際
交
流流

▲

子どもたち
とのふれあい



平成１９・6 （4）

普
段
の
心
が
け

避
難
す
る
時
は

　
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
災
害

（
図
２
）

陰
崩
れ
そ
う
な
土
砂
を
取
り
除
き

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
か
け
、

雨
水
の
浸
入
を
防
ぐ
。

隠
排
水
溝
の
掃
除
を
し
て
雨
水
が

あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

韻
擁
壁
の
裏
側
に
雨
水
が
浸
透
し

な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
を
か
け
る
。

吋
擁
壁
の
亀
裂
や
変
形
に
注
意
し
、

水
抜
き
穴
の
詰
ま
り
は
早
め
に

修
理
す
る
。

図１　緊急時の携行品
被災地の状況（震災・風水害）や季節よって内容が異なります。

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
市
長
を
本
部
長
と
し
て
、

消
防
団
員
や
市
職
員
で
市
災
害
対

策
本
部
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

　
同
対
策
本
部
で
は
、
水
防
、
消

防
、
災
害
救
助
、
そ
の
他
災
害
応

急
対
策
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
そ

の
対
策
本
部
が
、
災
害
の
た
め
危

険
な
状
態
に
あ
る
住
民
に
対
し
て

非
難
の
勧
告
、
指
示
を
発
令
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
避
難
す
る
と
き
に
は
…

○
危
険
が
迫
っ
た
時
は
、
市
や
警

察
・
消
防
等
か
ら
避
難
の
呼
び

か
け
を
し
ま
す
の
で
防
災
無
線

や
広
報
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
の
呼
び
か
け
が
な
く
て
も
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

○
近
所
の
お
年
寄
り
、
子
ど
も
等

の
避
難
に
お
互
い
に
協
力
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
路
は
高
い
道
路
を
選
び
、

側
溝
や
水
路
等
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

○
火
の
後
始
末
と
戸
締
り
を
確
実

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
場
合
、

各
自
で
準
備
す
る
物

虚
２
回
分
程
度
の
食
事
お
よ
び
ご

み
袋

許
枕
、
毛
布
等
寝
具
類

距
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ

　
避
難
場
所
で
は
、
共
同
生
活
に

な
り
ま
す
の
で
犬
、
猫
等
ペ
ッ
ト

の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
日
頃
か
ら
天
気
予
報
に
関
心
を

持
ち
、『
雨
の
降
り
方
・
風
の
強

さ
』
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
（
表
１
）
を
家
族
全

員
で
確
認
し
、
行
き
先
も
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
緊
急
時
の
携
行
品
（
図
１
）
を

ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。　

○
が
け
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
る
梅
雨
の
時
期
に

は
、 
今
一
度
、
家
の
周
り
の

《
が
け
》
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

―
災
害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
―

私
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
、

　
そ
う
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

図２

　

大
雨
に
よ
る
災
害
の
多
く
は
、
狭
い
範
囲
に
短
時
間
の
強
い
雨
が
集
中
し

て
降
る
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
通
常
は
1
カ
月
か
か
っ
て
降
る
よ
う
な

雨
が
1
日
で
降
る
と
、
河
川
の
氾
濫
や
、
山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生

し
て
人
々
の
生
活
や
生
命
を
脅
か
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
雨
の
多
い
こ
の
時

期
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
台
風
の
接
近
・
上
陸
が
多
く
な
る
季
節
も
、
災
害
が
起
り
や
す
く
、

い
つ
自
分
の
と
こ
ろ
に
災
害
が
お
よ
ぶ
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
、
避
難
場
所
・
危
険
箇
所
の
確
認
、
家
屋
の
点
検

補
強
な
ど
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
災
害
に
対
す
る
日
頃
の
心
が
け
と
備
え
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

災害
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者
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
、
最
も

有
効
的
で
す
。

　
現
在
、
全
行
政
区
の
う
ち
約
　６０

％
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
結
成
さ
れ
て
い

な
い
行
政
区
で
は
、
嘱
託
員
、
各

種
役
員
、
消
防
団
員
ら
を
中
心
に

早
め
の
結
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

虚
緊
急
連
絡
網
の
作
成　
「
地
域

で
防
災
に
取
り
組
む
」
こ
と
が
決

ま
っ
た
ら
、
ま
ず
は
、
緊
急
連
絡

網
を
策
定
し
て
く
だ
さ
い
。

許
役
割
分
担
表
の
作
成
　
緊
急
連

絡
網
が
で
き
た
ら
、
災
害
時
な
ど

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

役
割
分
担
表
を
策
定
し
ま
し
ょ
う
。

距
自
主
防
災
組
織
の
登
録
　
緊
急

連
絡
網
を
市
自
治
振
興
課
防
災
交

通
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
自

主
防
災
組
織
の
活
動
時
の
ケ
ガ
等

は
保
険
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
２
２
２
）
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
災
害
の
と
き
に
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
活
動
を
続

け
、
地
域
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

避　難　予　定　場　所
水系名

予想され
る危険

避難対
象地区 第３避難場所第２避難場所第１避難場所

鶴城中学校市民体育館中央公民館緑川

浜戸川

水害
宇　土

市民会館勤労青少年ホーム市福祉センター台風

花園小学校花園地区公民館潤川
水害

花　園
台風

宇土小学校地区体育館轟地区公民館飯塚川
水害

轟
台風

走潟小学校地区体育館
緑川

浜戸川

水害
走　潟

台風

住吉中学校
緑川地区農業者ト
レーニングセンター

緑川小学校
緑川

浜戸川

水害
緑　川

台風

住吉漁協
あじさいの湯

網津小学校、網津地
区多目的研修施設

住吉中学校網津川

有明海岸

水害

 土 砂
※

網　津

住吉中学校網津小学校台風

網田中学校網田小学校
網田川

有明海岸

水害

網　田

網田中学校
網田小学校、網
田漁協

台風

表 1　風水害時の避難予定場所

市消防団幹部による緑川水防演習時「シート張り工法」の訓練

※網津町および住吉町の一部は土砂災害警戒区域に指定されています。

災
害
に
備
え
て

　
行
政
区
単
位
で
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
地
元
消
防
団
な
ど
関
係

自
主
防
災
組
織
の
作
り
方

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

地
震
災
害
に
つ
い
て

　
大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、

交
通
が
寸
断
さ
れ
た
り
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
不
通
で
連
絡
も
難
し
く

な
り
ま
す
。
同
時
に
消
防
や
警
察

な
ど
の
救
助
機
関
も
被
災
し
て
十

分
に
対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
、
最
も
頼
り
に

な
る
の
は
近
隣
の
助
け
合
い
で
す
。

こ
の
助
け
合
い
を
地
域
で
組
織
化

し
た
の
が
、
自
主
防
災
組
織
で
、

災
害
時
に
被
害
の
軽
減
や
復
旧
に

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
っ
て
、

地
域
の
人
た
ち
が
自
発
的
に
結
成

す
る
防
災
の
組
織
で
す
。
災
害
が

起
っ
た
時
に
、
消
防
隊
な
ど
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
地
域

の
人
た
ち
が
協
力
し
な
が
ら
人
命

救
助
や
初
期
消
火
活
動
を
行
い
、

被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
た

め
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
大
震
災
で
は
、
多
く
の
死
傷

者
が
発
生
し
た
上
、
建
物
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
宇
土
市
は
、
布
田
川
・
日
奈
久

断
層
帯
が
近
く
に
あ
る
こ
と
で
、

今
後
　
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上

３０

の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
災
害
に
つ
い
て
は
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
、
日
頃
か
ら
の
情
報
収

集
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。（
詳

し
く
は
広
報
う
と
７
月
号
に
掲
載

予
定
）

　
大
規
模
な
地
震
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
の
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が

大
切
で
す
。
み
な
さ
ん
も
家
庭
や

学
校
、
職
場
、
地
域
な
ど
で
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係
　
緯
鰻
１
１
１
１（
内

線
２
２
２
２
）
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地
域
の
基
盤
と
し
て

市
嘱
託
員
総
会

　
５
月
　
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

２１

ル
で
市
嘱
託
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、

各
地
区
嘱
託
員
、
国
・
県
・
市
議

会
議
員
、
市
の
関
係
者
な
ど
約
１

７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
田
口
信
夫
市
長
が
「
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
、
安
全
に
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
住
民

の
意
向
の
取
り
ま
と
め
や
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
市
へ
の
協
力
要

請
と
市
政
方
針
や
予
算
概
要
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
上
野
篤
彌
市
嘱
託
会
連
合
会
会

長
は
「
私
た
ち
は
、
地
域
の
方
々

に
と
っ
て
身
近
な
立
場
で
あ
る
の

で
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
行

政
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
退
職
し
た
嘱
託
員
の
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

退
職
者
は
次
の
方
々
で
す
。
　

（
敬
称
略
）

　

年
　
宮
本
初
義
（
長
浜
中
）

１８
　

年
６
カ
月
　
見
崎
一
（
本
町
６

１７丁
目
）

　

年
４
カ
月
　
武
松
隆
行
（
布
古

１７閑
団
地
）

　

年
　
中
野
武
利
（
馬
立
）

１４
　

年　

中
口
義
勝
（
馬
門
）

１２８
年
７
カ
月
　
永
松
崇
（
新
町
１

丁
目
）

８
年
　
稲
田
孝
道
（
東
中
村
）

７
年　

磯
田
恵
（
戸
口
出
）

６
年
　
伊
藤
巌
（
新
川
西
）

４
年　

大
津
隆
夫
（
飯
塚
）
宇
都

宮
優
治
（
北
走
）

３
年　

玉
村
真
理
子
（
御
領
橋
）

吉
田
稔
（
五
色
坂
）

２
年　

カ
月　

芥
川
碩
文
（
新
川

１０

東
）

２
年
　
佐
藤
和
彦
（
北
段
原
）
本

多
幸
（
入
地
町
）
西
村
重
満
（
綾

織
）
那
須
尚
（
入
地
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
）
園
田
直
之
（
三
日
）
園
田
昭

生
（
佐
野
）
伊
豫
初
義
（
上
古
閑
）

上
野
司
（
椿
原
）
村
上
紀
夫
（
神

馬
団
地
）
小
山
則
行
（
東
走
）
小

山
建
夫
（
南
走
上
）
藤
井
道
雄（
南

走
下
）
境
一
紘
（
三
ケ
）
田
代
武

夫
（
西
走
下
）
野
添
春
美
（
大
曲
）

野
添
軍
紀
（
鶴
見
塚
）
髙
木
實
男

（
辺
田
）
坂
田
巖
（
駅
前
）
小
田
義

徳
（
西
中
村
）
福
田
円
壽
（
新
地
）

１
年
　
中
井
滉
（
大
坪
団
地
）
谷

津
洋
子
（
旭
団
地
）
白
川
幸
隆（
新

松
原
）
川
田
晏
祥
（
松
山
団
地
）

上野会長のあいさつ

退職した方々への表彰

市民と行政市民と行政ののパイプ役パイプ役

市政方針、予算概要の説明を聞く嘱託員の皆さん
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（敬称略）

氏　　名区　　名

清 村 増 美石 小 路

津 嶋 敏 充船 場碓

甲 木 孝 人新町四丁目

大 橋 敏 雄新町三丁目

岡 村 精 二新町二丁目

須藤不可止新町一丁目

米 本 和 哉定 府

小 郷 幸 治本町一丁目

三 村 立 身本町二丁目碓

渡 辺 稔 夫本町三丁目

萩 原 良 一本町四丁目

境 屋 博 司本町五丁目

井 上 博 司本町六丁目

濱 田　 昼新 小 路 町

芥 川 澄 夫門 内碓

中 野 良 児一 里 木

田 尻 弘 子一 里 木 西

山 口 尚 樹入 地

上 野 篤 彌南 段 原脅

中 山 一 市古 城

本 郷　 稔御 領 橋

溝 口 清 士宇土一番館

白石喜久雄栄 町

西 村 重 毅高 柳

村 田 良 一北 段 原

池 田 明 義築 籠 一

田 貝 錚 志築 籠 二

高 濱 紀 夫松 原

河 野 幸 雄江 部

緒良中忠義綾 織

田 口　 巧城 之 浦 一

田 口 涼 子城 之 浦 二

福 島 孝 士三 拾 町

久多見　俊中 野

境屋洋八郎松 原 団 地

吉 村 一 雄駅 前 団 地

山 本 謙 吾大 坪 団 地

楠 田 友 夫袋 内 団 地

中 嶋　 孝旭 団 地

渡 辺　 亨新 町 団 地

福 田　 囲新 松 原

立 山 徳 子浦 田 町

大倉喜代美入 地 団 地

舌 間 末 博入地ニュータウン

宇土地区（４４人）

氏　　名区　　名

朝 長　 弘三 日

河 原 末 信佐 野

伊 豫 初 之上 古 閑

平 田 藤 雄曽 畑脅

吉 田 一 義布 古 閑

柏 原 昭 人布古閑団地

旭　 一 人岩 熊

岡 崎 一 則立 岡

野口國次郎古 保 里

吉 田　 泰善 道 寺

中 嶋 誠 一境 目碓

緒 方 迪 吉上 松 山

安 田 次 芳下 松 山碓

田 川 勝 也境目団地一

守 川 育 雄境目団地二

坂 本 一 次境目団地三

井本　洋子境目団地四

山 本 雄 二松 山 団 地

西 田 利 夫五 色 坂

松 原 光 男柳 迫

上 村　 至百 合 ヶ 丘

石 坂 紀 六花 園 台

花園地区（２２人）

氏　　名区　　名

郷　 眞 一伊 無 田

坂 口 良 治打 越

中 岡 里 美栗 崎

堀 川 鐵 男城脅

稲 葉 英 行馬 場

木 村　 博神 山

松 川　 渉神 原

井 嶋 真 一石 橋碓

吉田形伸也宮 庄

山 内 武 次三 蔵碓

池 田 省 三扇 谷

本 田　 茂椿 原

小 原 豊 廣神 馬 団 地

飯 田 雄 二飯 塚

轟地区（１４人）

氏　　名区　　名

渡 並　 勲馬 之 瀬

紫 垣 光 夫大 曲

松 下 哲 夫恵 里碓

野 添 良 治鶴 見 塚

古 賀 英 一伊 津 野

中 川 隆 則上 新 開

田 村 昌 士下 新 開碓

 田 照 義今潟脅

満 本 幸 一辺 田

松岡惠之助城 塚

緑川地区（１０人）

脅は地区会長

碓は地区副会長

市嘱託会連合会役員　会長　上野篤彌　副会長　 田照義　平田藤雄　森田義満　堀川鐵男
　　　　　　　　　　監事　石本良明　田代一行

今

（平成１９年６月１日現在）

氏　　名区　　名

米 村 政 人東 走

上 田 親 義南 走 上

芥 川 弘 光南 走 下碓

重 元 泰 士三 ケ

宇都宮　守北 走

田 代 一 行西 走 上脅

田 代 征 喜西 走 下

齋 藤 豪 雄平 木

走潟地区（８人）

氏　　名区　　名

竹 口 満 義小 池碓

園 田 正 弘長 浜 東

木 下 紀 男長 浜 中

舟 田　 武西 の ２

中 島 義 人西 の １

浦 本 辰 雄浦 小 松

牧 本 英 輔笠 瓜

杉 山 健 一新 地

坂 本 治 義田 平

園 田　 勝引 の 花碓

佐美三幸男清 水

分 造　 茂東

中 村 健 一堂 園

杣 田 正 三寺 登

甲 斐　 晃上 床

小 池 敏 郎中 登

木 下　 至宮 の 前

河 野 正 道塩 屋

毛 利 誠 一下 戸 田

米本マサミ西 原 団 地

森 田 義 満西 原脅

浦 本 秀 雄辺 田 目 東碓

村 上 勇 二辺 田 目 西

村 田 壽 市古 場 田

後 藤 正 興米 の 口

米本賢一郎戸 口 東

竹 辺 亨 二戸 口 北

大 原 昌 昼戸 口 本

鳩 野 親 松戸 口 横

児 安 孝 幸戸 口 出

山 本　 直平 岩

瀧 口 四 郎本 村

西 嶋 誠 一松 山

山 﨑 保 人古 屋 敷

網田地区（３４人）

氏　　名区　　名

高 嶋 堅 二猪 白

尾 崎 勝 也小 舟

上 田 正 二馬 立

甲 斐 親 則清 辻碓

本 田 政 勝割 井 川

齊 藤　 恵馬 門

前 田 勝 幸本 網 津

平 岡 力 人平 原

橘　 誠 次潟碓

古 庄　 豊旭

土 田 良 一梅 咲

太 田 末 保直 築

本 田 勝 嘉新 川 東

河 野 正 二新 川 西

山本眞喜 駅 前

中 村 末 廣東 中 村

西 村 誠 喜西 中 村

山 本　 直笠 岩碓

伊 藤 俊 一堤

白 井 則 行三 丁

牛 島 俊 策浜 通

本 田 辰 起住 吉

牧 野　 力鮟 鱇

石 本 良 明小 部 田脅

坂 田 義 信長 部 田

網津地区（２５人）

平成１９年度の市嘱託員は次の方々です

よろしくお願いします
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市財政に与える借金返済の影響は？ 市民はどれくらいの借金を背負っているの？
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（円）

1,631,180

283,753

556,471
442,409

　平成１７年度末の地方債（借金）の残高を、平成１８

年３月３１日時点の人口で割ったものです。

29.9

16.3

7.3

16.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

（％）

　実質的な借金返済が市財政にどの程度の影響を与え

るかを示す指標です。

　この数値が２０％を超えてしまうと、災害等を除き、

起債の借入に一定の制約が課されることになります。

公債費負担の健全度公債費負担の健全度　〈実質公債費比〈実質公債費比率〉率〉 将来負担の健全度　〈人口１人当たり地方債残高〉

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

95.7

101.2

94.0

85.8

　市の給与水準を表す指標で、国家公務員行政職（一）

職員の俸給（１００．０）と比較した数値です。

市職員の給与水準は？

給与水準の適正度（国との比較）　〈ラスパイレス指数〉

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

（人）

5.24

10.23

20.35

6.65

　人口１,０００人当たりの職員数です。人口は平成１８年

３月３１日時点。職員数は平成１８年４月１日時点で算

出しています。

定員管理の適正度　〈人口１，０００人当たり職員数〉
市職員の人数は？

新規指標

0

100,000

200,000

300,000

400,000

（円）

82,149

143,738

295,239

92,050

　住民基本台帳人口１，０００人当たりの人件費、物件費

及び維持補修費の合計額を分析します。なお、人件費

には事業費支弁人件費を含み、退職金は含みません。

（議員報酬や職員の給与等の額）物件費は、賃金、旅

費、交際費、需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費

等）、委託料等の経費です。

市民はどれくらい人件費や物件費を負担しているの？

人件費・物件費等の適正人件費・物件費等の適正度度（人口１人当たり人件（人口１人当たり人件費・費・物物件費等決算額）件費等決算額）
　市では、平成１６年１１月に策定

した「宇土市財政健全化推進プラ

ン」に基づき、歳出面では内部管

理経費や人件費などを抑制し、ま

た、歳入面では税収納率の向上な

どによる歳入の増加に取り組み、

歳入歳出両面から財政の健全化を

進める取り組みを行っています。

　その成果として、５項目で類似団体平均数値より

も良好な状態となりました。

　近年は、地方債（借金）の償還が市の大きな財政

負担となっていますが、過去に実施した大規模事業

の際に発行した地方債の償還額が平成１６年度を

ピークに減少に転じたことと、地方債の新規発行を

抑制していることにより、財政負担は、今後軽減さ

れていきます。

　今後も、財政状況をさらに好転させるため、継続

して行財政改革に取り組んでまいります。

類似団体内順位
９３団体中４３位

宇土市

１６．７％

全国市町村平均

１４．８％

熊本県市町村平均

１５．０％
類似団体内順位
９３団体中２０位

宇土市

４４２，４０９円

全国市町村平均

４６２，４４７円

熊本県市町村平均

４７４，８２９円

類似団体内順位
９３団体中３３位

宇土市

９４．０

全国市町村平均

９７．４

熊本県市町村平均

９３．５
類似団体内順位
９３団体中６位

宇土市

６．６５人

全国市町村平均

８．００人

熊本県市町村平均

８．５０人

類似団体内順位
９３団体中３位

宇土市

９２，０５０円

全国市町村平均

１２１，４７８円

熊本県市町村平均

１１６，２２６円
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120

100

80

60

40以下

財政力

将来負担の健全度

公債費負担の健全度

宇土市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

定員管理の適正度

類似団体平均

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
（国との比較）

※各指標の詳細な分析は、市ホームページに掲載しています。問い合せ先　市財政課　緯鰻１１１１（内線２２３１・２２３７）

平成１７年度決算をもとに、市の財政状況を分析しまし平成１７年度決算をもとに、市の財政状況を分析しましたた

　以下の資料は、他団体（全国市町村、県内市町村、類似団体）と比較

できるよう、全国統一の指標を用いて本市の財政状況を分析したもので

す。平成１６年度決算分は６つの指標、平成１７年度決算分からは７つの指標を用いています。それぞれの指標

のグラフは、上に位置するほど良い状態であることを表します。

類似団体　全国の市町村を
面積、人口、産業構造で

分類し、同じグループに

属する団体をいい、他の

団体との比較をする際に

使用しています。

　　構造が近い類似団体間

で指標を比較することに

よって、各市町村の財政

力、職員数等の状況がよ

り明確になり、今後の市

政運営のひとつの目安に

なります。

　　平成１７年度の宇土市

との類似団体は、９３市町

村です。

市財政の弾力性は？

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

79.5

（％）

94.1 96.6

125.6

　自由に使える収入（地方税、普通交付税など）を、

人件費、公債費などの経常的な支出にどれくらい充て

ているかを表すものです。この比率が低いほど、「自由

に使えるお金があり、財政構造に弾力性がある」とい

うことになります。

財政構造の弾力性 〈経常収支比率財政構造の弾力性　〈経常収支比率〉〉

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

0.00

0.79

0.42 0.43

0.20

宇土市の比率

類似団体内最大値

類似団体内平均値

類似団体内最小値

　自治体の財政基盤の強弱を表す指標で、標準的な行

政活動に必要な財源をどれくらい自力で調達できるか

を表すものです。

　１に近いほど、又は１を超えるほど財政に余裕があ

るといえます。

市の財政にはどれくらいの余裕があるの？

財政力 〈財政力指数財政力　〈財政力指数〉〉

人　　口　　　３８，６６７　人　（H１８．　３．３１現在）

面　　積　　　　７４．１９　挨　（H１６．１０．　１現在）

歳入総額　１３，５８９，６０７　千円（H１７年度決算）

歳出総額　１３,４０１，７９７　千円（H１７年度決算）

実質収支　　　　２０，６５３　千円（H１７年度決算）

市の財政状況市の財政状況はは
　どうなっているのどうなっているの？？

類似団体内順位
９３団体中５７位

宇土市

９６．６％

全国市町村平均

９０．２％

熊本県市町村平均

９１．６％

類似団体内順位
９３団体中３９位

宇土市

０．４３

全国市町村平均

０．５２

熊本県市町村平均

０．３７
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年金に関する問い合せ先　熊本東社会保険事務所　緯０９６（３６７）２５００

　　　　　　　　　　　　市民年金係　緯鰻１１１１（内線２１６５・２１６６）

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

７月１日から「平成１９年度国民年金保険料免除申請」の受付開始
※平成１９年度＝平成１９年７月から平成２０年６月までの期間になります。

※継続申請に該当する方以外は毎年申請が必要です。

国民年金保険料の免除制度とは…

　第１号被保険者で、所得が低い、失業した等の理由で納められない人のために、保険

料の免除制度があります。免除をご希望の方は、市民課市民年金係または社会保険事務

所に相談して手続きをお願いします。

　免除期間は年金を受けるための必要な期間として取り扱われますが、年金を計算する

場合の給付（追納がない場合）は「全額免除」は３分の１、「４分の３免除」は２分の１、

「半額免除」は３分の２、「４分の１免除」は６分の５となります。

　ただし「４分の３免除」、「半額免除」、「４分の１免除」は、それぞれ「４分の１納付

（３,５３０円／月）」、「半額納付（７,０５０円／月）」、「４分の３納付（１０,５８０円／月）」しなけ

れば未納扱いになります。

※　多段階免除制度は、本人だけでな

く、配偶者や世帯主も各免除基準

に該当していることが必要です。

※　４人世帯、２人世帯は、夫か妻のど

ちらかのみに所得（収入）がある

世帯の場合です。

※　社会保険料控除などの控除額が各

個人で異なるためこの表はあくま

で目安です。

平成１９年度（平成１９年７月から）の基準
４分の１免除半額免除４分の３免除全額免除

１８９万円

（２９６万円）

１４１万円

（２２７万円）

９３万円

（１５８万円）

５７万円

（１２２万円）
単身世帯

２４７万円

（３７６万円）

１９５万円

（３０４万円）

１４２万円

（２２９万円）

９２万円

（１５７万円）

２人世帯

（夫婦のみ）

３３５万円

（４８６万円）

２８２万円

（４２０万円）

２３０万円

（３５４万円）

１６２万円

（２５７万円）

４人世帯

（夫婦・子２人）

（子はいずれも１６歳未満）

※（　）内は給与所得者の年収ベース免除の対象となる所得（収入）の目安

全額免除
本人、配偶者、本人の属する世帯主のいずれもが以下の基準のいずれかを満たして

いること。

（１）前年の合計所得金額がつぎの額以下であること

（控除対象配偶者および扶養家族の数＋１）×３５万円＋２２万円

※　単身世帯の場合は５７万円

（２）　障害者または寡婦であって、前年の所得が１２５万円以下であること

一部免除
本人、配偶者、本人の属する世帯の世帯主のいずれもが以下の基準を満たしている

こと。

（１）　前年の合計所得金額が次の額以下であること

Ａ＋Ｂ＋７８万円

（４分の３免除）

Ａ＋Ｂ＋１１８万円

（半額免除）

Ａ＋Ｂ＋１５８万円

（４分の１免除）

Ａ＝雑損控除額、医療費控除額、社会保険料控除額、小規模企業共済等掛金控除、

障害者控除額（２７万円）、特別障害者控除額（４０万円）、寡婦（寡夫）控除額

（２７万円）、勤労学生控除額、（２７万円）配偶者特別控除額

Ｂ＝ア）老人控除対象配偶者又は老人扶養親族１人につき、４８万円

　　イ）特定扶養親族（１６歳以上２３歳未満の扶養親族１人つき、６３万円）

　　ウ）上記に該当しない控除対象配偶者又は扶養親族１人につき、３８万円

（２）　障害者又は寡婦であって、前年の所得が１２５万円以下であること
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　『心ゆたかな環境創造の宇土市』をめざし、市では市環境基本

条例制定やＩＳＯ１４００１の取得など環境重視の政策を行っていま

す。市民の皆さんと一緒に環境問題について共通の理解を深める

ために、今号は世界遺産についてお届けします。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
平
成
　１７

年
８
月
号
広
報
う
と
「
環
境
シ

リ
ー
ズ
　
　
大
気
汚
染
」
に
掲
載

２２

し
た
大
気
汚
染
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
汚
染
が
大
き
な
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
今
か

ら
　
年
前
の
１
９
７
０
年
７
月
に

３７
東
京
杉
並
区
で
ク
ラ
ブ
活
動
中
の

女
子
高
生
が
倒
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
き
、
そ
の
原
因
が
「
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
」
だ
っ
た
と
言
わ
れ
た

か
ら
で
す
。

問い合せ先　市環境課環境政策係　緯鰻１１１１（内線２８２１）

　
自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な

ど
が
、
太
陽
か
ら
の
強
い
紫
外
線

を
受
け
て
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
、

オ
ゾ
ン
な
ど
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
（
酸
化
性
物
質
）
に
変
化
し

ま
す
。
こ
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
、

白
い
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
を『
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
３
～
　
月
頃
に
か
け
て
日
差
し

１０

が
強
く
、
気
温
が
　
～
　

℃

以

２０

２５

上
、
風
が
弱
い
（
３
恨
以
下
）
日

光 
化 
学 
ス 
モ 
ッ 
グ

に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
１
日
の
う
ち
で
は
、
午
前
　
～
１０

　
時
頃
か
ら
濃
度
が
上
昇
し
は
じ

１１め
、
午
後
１
時
～
４
時
頃
に
最
も

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

太
陽
が
沈
ん
だ
日
没
後
に
は
徐
々

に
濃
度
は
低
く
な
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件

　
県
内
で
は
、
昨
年
６
月
に
熊
本

市
地
域
に
観
測
史
上
初
の
「
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」
が
発
令
さ

れ
て
お
り
、
今
年
も
、
既
に
４
月

　
日
と
５
月
８
日
に
天
草
市
河
浦

２７町
地
域
と
天
草
郡
苓
北
町
地
域
に
、

翌
９
日
に
は
菊
池
市
地
域
（
旧
菊

池
市
）
に
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、

昨
年
よ
り
一
カ
月
以
上
早
く
「
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
」
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
宇
土
市
に
お
い
て
は
、
測
定
機

器
が
運
動
公
園
敷
地
内
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
注
意
報

等
の
発
令
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高

い
数
値
が
測
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
と
宇
土
市
の
発
生
状
況

　
県
で
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
濃
度
が
高
く
な
り
、
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
が
発
生
す
る
状
況
に
な
る

と
、
表
記
載
の
「
注
意
報
等
発
令

基
準
」
お
よ
び
発
令
要
件
を
満
た

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
･

注
意
報
等
発
令
基
準

す
と
、
注
意
報
等
の
発
令
（
及
び

解
除
）
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
防

災
行
政
無
線
等
で
も
発
令
（
及
び

解
除
）
情
報
が
流
れ
ま
す
。

　
そ
の
際
は
、
発
令
及
び
解
除
情

報
に
注
意
し
、
屋
外
に
な
る
べ
く

で
な
い
、
屋
外
で
の
運
動
を
避
け

る
等
の
対
応
が
必
要
で
す
。

　
健
康
へ
の
影
響
は
、
人
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
敏
感
な
眼
、

鼻
、
の
ど
の
粘
膜
が
影
響
を
受
け

や
す
く
、
主
な
症
状
は
「
眼
の
チ

カ
チ
カ
や
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
」「
涙
流

れ
」
「
の
ど
の
イ
ガ
イ
ガ
や
痛
み
」

な
ど
で
す
。
一
般
的
に
濃
度
が
高

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
刺
激
が
強
く

な
る
た
め
、
症
状
が
悪
化
し
ま
す
。

　
体
に
異
常
（
被
害
）
が
で
た
場

合
や
、
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
」
が
出
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
屋
内
に
入
り
、
水
道
水
な
ど
の

き
れ
い
な
水
で
、
洗
顔
、
洗
眼
、

う
が
い
を
十
分
に
行
い
休
息
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
回
復
し
な

い
場
合
や
、
咳
や
頭
痛
な
ど
他
の

症
状
が
続
く
場
合
は
、
病
院
で
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
大
気
汚
染
の
現
状
と
対
策
に

関
す
る
理
解
を
深
め
、
相
互
に
協

力
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
国
や
地
方
自
治
体
の
施
策
に
協

力
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
移
動
に
際
し
て
は
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
、
自
動
車

の
利
用
を
ひ
か
え
る
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
へ
の
影
響
と
対
処
方
法

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

光化学スモッグ注意報等発令基準

発令基準
(１測定点での１時間値が、下
記測定値になった場合)

発令呼称

０．１　ppm以上予報

０．１２ppm以上注意報

０．２４ppm以上第一警報

０．４　ppm以上第二警報
※発令･解除は、発令要件･解除要件を併せて
満たす必要あり
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名

将　

小

西

行

長

市史編さん
だ よ り
ＶＯＬ．１５

問い合せ先

市文化振興課

市史編纂室

緯姥０１５６

宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史ににににににににににににににににににににに見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史宇土市史に見る歴史のののののののののののののののののののののの一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一コココココココココココココココココココココマママママママママママママママママママママ一コマ
　宇土市は、多くの先人の努力によって発展し、築かれてきました。

　この宇土の歴史を明らかにし、貴重な歴史資料を市民共有の財産

として大切に記録保存しているのが『新宇土市史』です。

陣
が
命
じ
ら
れ
、
４
月
　
日
１２

に
釜
山
に
上
陸
し
ま
す
。
ち

な
み
に
、「
一
番
」
に
次
い
で

出
陣
す
る
「
二
番
」
に
、
加

藤
清
正
（
加
藤
主
計
頭
）
の

名
前
も
見
え
ま
す
。
行
長
軍

は
先
陣
と
し
て
釜
山
や
漢
城

の
攻
略
な
ど
数
々
の
戦
果
を

あ
げ
ま
す
。
ま
た
秀
吉
の
厚

い
信
頼
を
受
け
て
和
平
交
渉

の
大
役
を
担
当
し
、
智
将
と

し
て
、
そ
の
才
能
を
い
か
ん

な
く
発
揮
し
ま
し
た
。
　
こ

の
文
禄
・
慶
長
の
役
は
１
５

９
８
（
慶
長
３
）
年
、
秀
吉

の
死
を
受
け
て
日
本
軍
が
撤

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
作
成
さ
れ
た
、
こ
の
時
代
の

日
本
を
描
い
た
絵
図（「
日
本
図
」）

に
は
、
宇
土
に
教
会
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
そ
の
行
長
が
重
要
な
役

割
を
担
っ
た
の
が
１
５
９
２
（
天

正
　
）
年
か
ら
の
秀
吉
の
朝
鮮
出

２０
兵
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）
で
し
た
。

同
年
１
月
、
秀
吉
は
各
大
名
に
朝

鮮
半
島
へ
の
出
兵
を
命
じ
ま
す
。

　
行
長
（
小
西
摂
津
守
）
は
平
戸

領
主
・
松
浦
鎮
信
（
松
浦
刑
卩
郷

法
印
）
ら
と
と
も
に
｢一
番
｣に
出

ア
の
地
に
ま
で
伝
わ
っ
て
お
り
、

死
後
わ
ず
か
７
年
で
音
楽
劇
が
催

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
行
長
が
海

外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

と
き
の
台
本
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

コ
ー
ラ
ス
の
楽
譜
な
ど
が
残
さ
れ

て
お
り
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

★
好
評
販
売
中
★

小
西
行
長
基
礎
資
料
集
　

『
宇
土
市
史
研
究
』
第
二
十
六
号

　
１
２
０
０
円
（
１
冊
）

　
数
少
な
い
小
西
行
長
に
関
係
す

る
史
料
を
網
羅
し
、
３
４
６
点

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
小
西
行
長
は
、
１
５
５
８
（
永

禄
元
）
年
大
阪
・
堺
の
商
人
小
西

隆
佐
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
備
前
の
戦
国
大
名
・

宇
喜
多
直
家
に
仕
え
ま
す
が
、　２２

歳
の
頃
、
豊
臣
秀
吉
に
そ
の
才
覚

を
認
め
ら
れ
、
家
臣
と
し
て
取
り

立
て
ら
れ
ま
す
。

　
秀
吉
は
天
下
統
一
後
の
１
５
８

７
（
天
正
　
）
年
に
、
肥
後
国
を

１５

二
分
し
、
ほ
ぼ
南
北
の
半
国
ず
つ

を
小
西
行
長
と
加
藤
清
正
に
与
え

ま
し
た
。　

万
石
（
宇
土
・
益
城
・

２４

八
代
・
天
草
）
の
領
主
と
な
っ
た

行
長
は
、
入
国
の
翌
年
か
ら
、
そ

れ
ま
で
西
岡
台
に
あ
っ
た
名
和
氏

の
お
城
か
ら
約
３
０
０
ｍ
離
れ
た

城
山
に
、
新
し
い
宇
土
城
を
築
造

し
始
め
ま
す
。
ま
た
、
新
城
の
建

設
と
平
行
し
て
宇
土
の
城
下
町
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
現

在
の
市
街
地
の
基
盤
は
こ
の
時
に

形
づ
く
ら
れ
ま
し
た
。
今
、
船
場

橋
が
か
か
る
付
近
の
船
場
川
も
、

行
長
が
荷
物
を
運
ぶ
運
河
と
す
る

た
め
新
し
く
掘
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
行
長
は
熱
心
な
キ
リ
シ

タ
ン
で
も
あ
っ
た
た
め
（
洗
礼

名：

ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
ョ
）、
周
辺

に
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
た

退
し
、
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
行
長
は
１
６
０
０

（
慶
長
５
）
年
の
関
が
原
合
戦
で

石
田
三
成
ら
の
西
軍
に
味
方
し
て

敗
れ
、
同
年
　
月
１
日
京
都
で
処

１０

刑
さ
れ
、
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。

時
に
　
歳
で
し
た
。

４２

　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
０
０
年
前

の
１
６
０
７
年
、
イ
タ
リ
ア
・

ジ
ェ
ノ
バ
で
行
長
を
題
材
に
し
た

音
楽
劇
｢AGO

S
TIN
O
TZ
V
NIC
A
MI

NDONO

（
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
ョ
　
ツ
ノ

カ
ミ
ド
ノ
）
｣
が
上
演
さ
れ
て
い

ま
す
。
行
長
の
死
は
遠
く
イ
タ
リ

　
御
陣
普
請
一
所
ニ
可
有
之
書
立
之
事

　
み
ち
ゆ
き

　
一
番
　
三
月
朔
日
　
日
よ
り
次
第

一
　
七
千
人
　
　
　
　
　
　
小
西
摂
津
守

　
　
三
千
人
　
普
請
半
分
　
松
浦
刑
卩
郷
法
印

　
　
千
人
　
　
同
　
　
　
　
大
村
新
八
郎

　
　
七
百
人
　
同
　
　
　
　
五
嶋
大
和
守

　
　
弐
千
人
　
　
　
　
　
　
有
馬
修
理
大
夫

　
　
合
壱
万
三
千
七
百
人

　
二
番
　
一
番
衆
之
次
の
日
よ
り
次
第

一
　
壱
万
人
　
　
　
　
　
　
加
藤
主
計
頭

　
　
壱
万
弐
千
人
　
　
　
　
鍋
嶋
加
賀
守

　
　
八
百
人
　
普
請
半
分
　
相
良
宮
内
少
輔

　
　
合
弐
万
弐
千
八
百
人

　（
中
略
）

　
都
合
、
拾
万
六
千
七
百
人

　
天
正
廿
年
正
月
五
日
　（
秀
吉
朱
印
）

（『
宇
土
市
史
研
究
』
第
二
十
六
号
　小
西
行
長
基
礎
資
料
集
　　
号
）

７７

「宇土城想像図」
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シ�
14リ�ー�ズ�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�

同和問題�「高齢者の人権」

☆
生
活
上
の
人
権
侵
害

　
年
齢
を
理
由
に
、
就
業
な
ど
社

会
参
加
の
機
会
が
制
限
さ
れ
る
、

住
宅
の
賃
借
を
拒
否
さ
れ
る
と
い

う
事
例
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た

り
す
る
例
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

☆
虐　

待

　
虐
待
の
原
因
と
も
な
る
介
護
者

の
負
担
や
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る

た
め
の
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
身
体
拘
束

　
介
護
施
設
な
ど
に
お
い
て
、
高

齢
者
が
転
倒
・
転
落
し
な
い
よ
う

に
ベ
ル
ト
で
車
い
す
に
縛
っ
た
り
、

自
分
で
降
り
ら
れ
な
い
よ
う
に

ベ
ッ
ド
を
柵
で
囲
む
な
ど
、
利
用

者
の
行
動
を
制
限
す
る
行
為
は
、

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
？

　
人
は
誰
で
も
高
齢
に
な
る
と
、

◎
　「
し
て
は
ダ
メ
　
自
分
の
命

を
　
す
て
る
こ
と
」

　
住
吉
中
学
校
　
１
年（
当
時
）　

　
奥
村
　
梨
中

担
当　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
緯
鰻
６
５
１
０

平
成　

年
度

１８

宇
土
市
人
権
標
語
入
賞
作
品
か
ら

身
体
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
そ

の
中
、
そ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
生

活
を
維
持
し
、
知
識
や
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
社
会
活
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
誰
も
が
願

う
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
人

が
豊
か
な
高
齢
期
を
過
ご
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
だ
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
高

齢
期
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い

か
を
考
え
な
が
ら
高
齢
者
と
接
し
、

何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

（
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

入札の経緯については、市財政課で閲覧することができます。問い合せ先　市財政課契約管財係　緯鰻１１１１（内線２２３２）

工　　　期指名
業者数

落　札　業　者
予定価格（税込）
落 札 額（税込）

件　　　　名入札月日

Ｈ１９．　４．２６～Ｈ１９．　６．　８　７珂太宏設計事務所
８２９,９２０
６００,６００

住吉中学校教室棟便所改造設計委託業務

　４．２５ Ｈ１９．　４．２６～Ｈ１９．　７．３１　９新東洋調査設計禍
２,７５８,０００
２,５２０,０００

大曲導水管布設改良工事に伴う測量設計業務

委託

Ｈ１９．　４．２６～Ｈ１９．　７．３１１０禍S・A・P
２,０７０,０００
１,８３７,５００

花園地区配水管布設改良工事に伴う測量設計

業務委託（外２件）

Ｈ１９．　５．１４～Ｈ１９．　８．１４１０
珂水野建設コンサ
ルタント

１,２６３,０００
１,１５５,０００

平成１９年度　下水道台帳作成業務委託

　５．１０

Ｈ１９．　５．１４～Ｈ１９．１０．１９　８珂吉武建築設計室
１,２７８,０００
１,２１８,０００

走潟小学校バリアフリー化改修工事監理業務

委託

Ｈ１９．　５．１７～Ｈ１９．　９．２８１１珂サンワ
４６,１９３,０００
３９,２４９,０００

走潟小学校バリアフリー化改修建築工事

Ｈ１９．　５．１７～Ｈ１９．１０．１２　８禍村田電設
１,６２５,０００
１,５７５,０００

走潟小学校バリアフリー化改修電気設備工事

Ｈ１９．　５．１７～Ｈ１９．１０．１２１４
東洋工業珂宇土営
業所

３,８５４,０００
３,７１７,０００

走潟小学校バリアフリー化改修機械設備工事

Ｈ１９．　５．１７～Ｈ１９．　８．３１１４禍上田電気工業
１６,５０２,０００
１５,９６０,０００

小学校図書室空調機械設備工事

Ｈ１９．　５．１７～Ｈ１９．　８．３１　８宮田電気工業珂
６,９９９,０００
６,７８８,２５０

小学校図書室空調電気設備工事

Ｈ１９．　５．１７～Ｈ１９．　８．３０１３飯塚電機工業珂
４,８６２,０００
４,３５７,５００

網田・田平簡易水道電気設備工事

Ｈ１９．　５．１７～Ｈ１９．　８．２１１１禍西山水道
７,８６２,０００
７,６６５,０００

住吉地区配水管布設改良工事

Ｈ１９．　５．１４～Ｈ１９．　８．２０１２禍本田産業
５,６２５,０００
５,５１２,５００

汚水４１７号　下新開枝線工事

公共工事等入札結果の公表 （単位：円）

ど
ん
な

人
権
問
題
が

あ
る
の
？
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　４月２７日、県庁において日本合成化学工業珂（渡邊敬

一社長）と県、宇土市が同社工場内（築籠町）に液晶関

連フィルム素材の生産工場を新たに増設する立地協定の

調印式を行いました。

　同社は現在、工場内に来年１月稼動予定の世界に２社

のみ製造できる最先端の技術を駆使した液晶分野の工場

を建設中。今回、液晶テレビの需要増に対応して同規模

の工場をさらに増設し、生産体制を二系列にする計画に

なっています。増設する工場は鉄筋コンクリート二階建、

建築面積３,０００愛で８月に着工し、平成２１年１月に稼動

予定です。

　同社の渡邊社長は「地域に根ざした企業として今後も

事業拡大に努めていきたい」と話しています。

工場増設へ立地協定締結
蒲日本合成化学工業が工場増設

宇土の歴史や文化を再認識
蒲宇土城お城まつり

タウン　トピックス

左から田口市長、安田宏正副知事、渡邊敬一社長

　４月２９日、国指定史跡・中世宇土城跡（神馬町）で「宇土

城お城まつり」が行われ、多くの家族連れが訪れ、賑わいま

した。

　同まつりは、市民グループ「 独里 ごつの会」が、宇土の歴
ひとり

史や文化を再認識してもらおうと行ったもので昨年に引き続

き２回目の開催。イベントでは、ダンスや文化の薫るまちづ

くりサポーターのメンバーが天草四郎と宇土のかかわりをも

とに再現した芝居「天草四郎と宇土」を披露しました。

　また、同会会員による新喜劇「宇土黄門」では、宇土の歴

史を楽しく愉快に紹介し、汗ばむ陽気の中、会場は笑いの絶

えない雰囲気に包まれました。新喜劇「宇土黄門」

　５月９日、市民会館でミュージカル「天草四郎―四つの夢の

物語―」主演の碓井涼子さんと演出の井上思さんらの会見が

行われました。

　同公演は、劇団わらび座（秋田県）が２年間で全国各地で

約２００回の公演を予定。会見では、井上さんが「四郎は宇土

で育ったと伝えられており、ゆかりの地で会見、公演できる

のも何かの縁。若者たちがもがき、ぶつかり合い、成長して

いく姿を通して勇気を与えたい」と話しました。

　同ミュージカルは、島原の乱を舞台に、自由、平等、平和、

愛の四つをキーワードに「生きる」ことの意味を問う作品。

　２５日には市民会館で昼夜２回、公演が行われ、昼の部に市

内中学校の３年生約４０５人が鑑賞。迫力あふれる舞台に生徒

らは真剣なまなざしで見入っていました。

迫力ある舞台に感動
蒲天草四郎―四つの夢の物語―

作品の思いを語る主演の碓井さん
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　５月２日から６日まで熊本県伝統工芸館で宇土市、宇

城市（三角町、不知火町）の工芸家の作品を一堂に集め

た「宇土半島『和』の職人展」が開催されました。

　これは、出品者で組織する同展実行委員会が宇土半島

の文化を見直し、地域の活性化を図ろうと毎年、開催し

ているものです。

　昨年まで、限られた時間のみ実演を行っていましたが、

年々、小中学生の見学が多くなり、多くの来場者に見て

頂くことを目的に、実演を終日実施し、来館者は伝統の

技に見入っていました。

　なお、宇土市からは、 蒼  土 窯   、
そう ど がま

 文窯 、
ふみがま

 八  八 窯   、宇土張
や や がま

子、小山本手打ち刃物、龍神工房、型染、能面、石井楽

器店、沼田 馬蹄鉄 、の作品を展示・販売しました。
ばていてつ

洗練された技に感動

　５月１２、１９日、市運動公園において第２６回宇土市地区

対抗女子ソフトボール大会が、市内７地区の女性約１００人

が参加して開催されました。

　１２日、開会式終了後、試合を開始しましたが、１回戦の

途中で荒天となり、１９日に順延。１９日は、絶好のコンディ

ションとなり、家族や仲間の声援を受け、各チームともに

好ゲームを展開しました。

　決勝では、昨年と同じ顔合わせで、昨年優勝の宇土地区

を抽選で下した花園地区が２年ぶりの優勝を果たしました。

　結果は次のとおり。　

　優勝　宇土地区　準優勝　花園地区　３位　轟地区・走潟地区

健康づくり、仲間づくり
蒲市地区対抗女子ソフトボール大会

大賑わいの会場

タウン　トピックス

蒲宇土半島『和』の職人展

　５月９日、緑川小学校（桑村純一校長）で、平成１９年

度「人権の花運動」の伝達式が行われ、全校児童１２９人

が参加しました。

　同運動は、心身がともに健全に育成される青年期に子

どもがお互いに協力しながら、花を栽培することにより、

命の大切さや思いやりや相手の立場を考えることなどの

基本的人権尊重の精神を身につけてもらうことを目的に

実施されるものです。

　この日は、宇土人権擁護委員をはじめ宇城地域ネット

ワーク協議会のメンバーが、アサガオやコスモスの種や

植木鉢を児童代表に手渡しました。

　子どもたちは、これから秋にかけて大切に花を育て種

を収穫し、風船につけて大空に放すことになっています。

元気に育て人権の花
蒲「人権の花運動」の伝達式

優勝を果たした花園地区の皆さん

大切に育ててください
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　５月５日、子どもの日に市児童センターで子ども

わくわくまつりが開催されました。

　これは、毎年子どもの日に開催されているもの

で、子どもたちがだれでも楽しめる催し物を準備。

今年は天候にも恵まれ、約４６２人がおじゃめ体験

コーナーやちょんかけ体験コーナー、ゲーム大会、

映画会に参加しました。

　食バザーコーナーでは、かき氷、ポップコーン、

カレーライスなどが用意され、行列ができるほど

賑わいました。

　同まつりには、毎年、多くのボランティアの協

力で運営されており、今年も子どもたちのたくさ

んの笑顔を見ることができました。

子どもたちの笑顔がみたいから
蒲子どもわくわくまつり

交通ルールを守って
蒲春の交通安全運動街頭キャンペーン

タウン　トピックス

おじゃめ体験
コーナーに参加

宇土の未来を

描いた子どもたち

　春の交通安全運動期間中（５月１１日～５月２０日）の５

月１１日、市民会館前で春の交通安全運動街頭キャンペー

ンが行われ、市交通指導員、市交通安全母の会、料飲・旅

館業同業組合のメンバーら約３０人が参加しました。

　これは、県下統一の交通安全キャンペーンとして実施さ

れたものです。参加者は、道行くドライバーへ飲酒運転の

根絶やシートベルト着用、チャイルドシート装着など、交

通安全を呼びかけながら、チラシや反射材用品などを約

５００人に配布しました。

　市では、高齢者の交通事故が増加傾向にあるため、今後、

さまざまな取り組みを行い、交通事故のないまちづくりを

目指していきます。事故に注意してください

命の大切さを学ぶ
蒲「ピアノとお話の世界」

子どもたちによる歌の発表

　５月１６日、網田小学校（三角陽司校長）で「ピア

ノとお話の世界」が開催され、同校児童や保護者、

地域住民ら１３０人が参加しました。

　これは、同校ＰＴＡ図書委員が年１回、親子のコ

ミュニケーションを図る場の提供と子どもたちに読

書を習慣付けるために行っているもの。７回目を迎

えた今回は「大切な命」をテーマに児童らが詩の朗

読や歌の発表、野口温子さんのピアノ演奏にあわせ

て、フリーアナウンサーの橋本絵鯉子さんが絵本

「はっぱのフレディ」の朗読などを披露しました。

　児童らは真剣なまなざしで朗読などを鑑賞し、物

語を通して命の大切さを感じていたようでした。
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　４月２９日、船場川川岸のクリーン作戦が行われ、地

域住民など約５００人が参加しました。

　これは、市内各団体が加わる船場川１０年後委員会

（藤川民夫委員長）の呼びかけで毎年、春と秋に行わ

れているもので今年で２１年目になります。

　地域住民のほか、宇土高校や鶴城中学校の生徒など

も参加し、川沿いの植え込みや歩道の除草やごみ拾い、

また、宇土ライオンズクラブが準備したＥＭだんごを

川へ投げ入れました。

　参加した宇土高校の生徒らは「部活動の行事として

毎年、参加しています。地元の大事な川なので、ずっ

ときれいであってほしい」と話していました。

郷土の自然をみんなで守る
蒲船場川クリーン作戦

タウン　トピックス

熱心に取り組む参加者たち

　５月１５日、ドイツ人彫刻家ヨー・クレイ氏から宇土市にア

ジサイの苗１０株が寄贈されました。

　これは、市商工会（岡崎誠男会長）と宇土国際交流友の会

（九谷新吾会長）が企画して公園や民家など市内の至る所で

世界のアジサイを咲かせ、観光客誘致につなげようとするも

のです。

　ヨー・クレイ氏は平成１５年に宇土市で開催した「アーティ

スト・イン・レジデンス」に来日し、現在も国際交流友の会

と交流が続いているため、今回の寄贈が実現しました。

　海外のアジサイの苗が届いたのは今回で３度目。苗の種類

は日本では珍しい「ハイドランジア」で市内の農園において

栽培し、来年には２００株に増やす予定です。

　商工会では、約２２０種類のアジサイを市内の農園などで栽培しており、平成２３年の新幹線開業時にはイベ

ントも計画。岡崎会長は「市民の方で海外旅行に行った際には、アジサイを買って持ち帰ってほしい。世界

中のアジサイをたくさん集め、市の花「アジサイ」を広くＰＲしていきたい」と話していました。

世界のアジサイでお出迎え
蒲ドイツ彫刻家がアジサイを寄贈

宇土を世界のアジサイでいっぱいに
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問い合せ先　市都市計画課緑地公園係　緯鰻１１１１（内線２４２８）

公共施設が泣いています

　最近、市内各地の公共施設（公園内のトイ

レなど）に落書きや破損などの事件が相次い

でいます。

　公共施設は私たちみんなの財

産です。

　だれもが、いつでも、いつま

でも気持ちよく使えるようにみ

んなで大切にしましょう。

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設はははははははははははははははははははははみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののの財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財公共施設はみんなの財産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
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お
知
ら
せ

父
子
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
へ

　
父
子
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

毎
年
７
月
に
再
認
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
７
月
　３１

日
ま
で
に
再
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。（
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
６
月
末
日
ま
で
に
関
係
書

類
を
送
付
）

　
再
申
請
を
し
な
い
と
８
月
分
以

降
の
手
当
に
つ
い
て
、
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
父
子
手
当
」
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か

　「
父
子
手
当
」
の
受
給
資
格
を

お
持
ち
の
方
で
、
手
続
き
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
認
定
請
求
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
者
　
父
母
の
離
婚
等
に

よ
り
、
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
（
満
　
歳
に
達
す
る
日

１８

以
後
、
最
初
の
３
月
　
日
ま
で
の
間

３１

に
あ
る
方
）
を
養
育
し
て
い
る
父
、

ま
た
は
、
父
が
い
な
い
場
合
等
の

理
由
に
よ
り
、
父
以
外
の
者
で
当

該
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

【
対
象
児
童
】
①
父
母
が
婚
姻
を

解
消
し
た
児
童
、
②
母
が
死
亡
し

た
児
童
、
③
そ
の
他
市
長
が
特
別

の
状
態
に
あ
る
と
認
め
た
児
童
等

申
請
手
続
き
　
事
前
に
受
給
資
格

や
家
族
状
況
に
つ
い
て
、
面
接
を

行
い
、
後
日
、
書
類
（
面
接
時
に

説
明
）
を
添
え
て
、
市
福
祉
課
へ

提
出
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

手
当
額
　
１
世
帯
あ
た
り
月
額
１

０
０
０
０
円

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
お
よ
び
、
児
童
扶
養
手

当
の
認
定
を
請
求
で
き
る
方
は
、

父
子
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所

得
に
よ
っ
て
、
父
子
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

受
付
窓
口
・
問
い
合
せ
先
　
市
福

祉
課
子
育
て
支
援
係
　
緯
鰻
１
１

１
１
（
内
線
２
８
１
３
）

　児童手当は小学校修了前の児童を養育している人に支給さ
寿 樹授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授

れます。ただし、前年の所得（１月～５月の５カ月分の手当

については前々年の所得）が一定額以上の場合には、所得制

限で児童手当は支給されません。

今月は児童手当の
手続きの月です

３歳未満の児童　一律１０,０００円（月額）
３歳以上の児童　第１子・第２子　
　　　　　　　　　　　５,０００円（月額）

　　　　　　　　第３子以降　　　　　

　　　　　　　　　　　１０,０００円（月額）

手当額（月額）
　児童手当の支給は、認定請求をした日の属する月の翌月か

ら開始（一部特例があります）され、支給事由の消滅した日

の属する月分で終わります。

　なお、手当は、原則として、毎年２・６・１０月に、それぞれ

の前月分までが支給されます。

手当の支給

問い合せ先　市福祉課子育て支援係　緯鰻１１１１（内線２８１３）

　新年度の所得で見直しを行いますので、お早めに

「認定請求書」を提出してください。

【平成１９年度所得制限限度額表】　　　（単位：円）

特例給付児童手当扶養親族
等の数 収入額所得額収入額所得額

７，３３３，０００５，３２０，０００６，５２５，０００４，６００，００００　人

７，７５６，０００５，７００，０００６，９５６，０００４，９８０，０００１　人

８，１７８，０００６，０８０，０００７，３７８，０００５，３６０，０００２　人

８，６００，０００６，４６０，０００７，８００，０００５，７４０，０００３　人

９，０２２，０００６，８４０，０００８，２２２，０００６，１２０，０００４　人

９，４４４，０００７，２２０，０００８，６４４，０００６，５００，０００５　人

※特例給付とは、児童手当の所得制限限度額を超え

た方で、被用者年金（厚生年金など）に加入して

いる方の制度です。

☆　所得制限でもらえなかった方　☆
　毎年６月１日における状況を調査し、児童手当を引

き続き受ける要件があるかどうかを確認するために、

「児童手当現況届」を提出していただくことになりま

す。対象となる方には、６月初旬に通知をお送りして

いますので、６月２９日（金）までに提出してください。

この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられ

なくなりますので、ご注意ください。

　退職などにより被用者（サラリーマン等）でなく

なった場合（厚生年金から国民年金へ変わったとき等）

には、「受給事由消滅届」を提出してください。この届

のないまま手当を受けていると、支

払われた金額をさかのぼって返還し

ていただくことになりますので、ご

注意ください。

☆　児童手当を現在受けている方　☆

☆　特例給付の受給者が会社を退職したとき　☆
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市
役
所
で
は
、

６
月
か
ら
９
月
ま

で
職
場
に
お
け
る

省
エ
ネ
・
省
資
源

に
配
慮
し
た
空
調

温

度

の

設

定

を

サ
マ
ー
エ
コ
・
ス
タ
イ
ル

期
間
中
で
す

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
職
員
は
事
務
効
率

の
維
持
・
向
上
を
図
る
よ
う
、
軽

装
（
上
着
無
着
用
・
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
な
ど
）
で
の
勤
務
を
励
行
し
て

い
ま
す
。

　
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
市
総
務
課
人
事
係

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
３
）

市
民
会
館
休
館
のお

知
ら
せ

　
耐
震
対
策
の
た
め
、
市
民
会
館

改
修
工
事
が
７
月
１
日
か
ら
３
月

末
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
市
民
会
館
は
閉

鎖
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
大
変
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
市
民
会
館
　
緯
鰻

０
１
８
８

中小企業店舗改装等近代化整備資金利子補給制度

市では、以下のような融資制度を
行っています。ご利用ください。

申込先補給期間利子補給率補給対象限度額対象事業対象者

市商工会

６０カ月または

７０万円に達す

るまで

借入利率の

７割以内

借 入 金 の う ち

１，０００万円を限度

とします

・店舗の新設・移設

および改装事業

・顧客用の無料駐車

場の整備事業

◎中小企業基本法第２条第１項

に定める中小企業者

◎宇土市に住所を有し、同一

事業を１年以上営んでいる者

◎市税完納者

特別小口資金

申込先保証人利率期間限度額使途対象者

市商工会

原則として法人

代表者以外の連

帯保証人は不要

２.０％

２.１％

２.２％

３０カ月

４５カ月

６０カ月

７５０万円運転・設備

◎１年以上同一の事業を行い、

　従業員２０人以下の小規模事業者

◎市税完納者

中小企業経営安定資金

申込先保証人利率期間限度額使途対象者

市商工会

原則として法人

代表者以外の連

帯保証人は不要

２.１％

２.２％

２.３％

３年

５年

７年

７５０万円運転・設備

◎中小企業基本法第２条第１項に定

める中小企業者

◎宇土市に住所を有し、同一事業を

１年以上営んでいる者

◎市税完納者

中小企業短期資金

申込先保証人利率期間限度額使途対象者

市商工会
金融期間の融資

条件による
２.１％１２カ月４５０万円運転・設備

◎中小企業基本法第２条第１項に定

める中小企業者

◎宇土市に住所を有し、同一事業を

１年以上営んでいる者

◎市税完納者

問い合せ先　市商工観光課　商工政策係　緯鰻１１１１（内線２３２１）市商工会　緯鰻５５５５

助　

成　

制　

度

融　

資　

制　

度

中中中中中中中中中中小小小小小小小小小小企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業のののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささんんんんんんんんんんへへへへへへへへへへおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららら中小企業の皆さんへお知らせせせせせせせせせせせ

金
婚
夫
婦
該
当
者
の
方
へ

　
今
年
、
め
で
た
く
金
婚
を
迎
え

る
ご
夫
婦
に
、
熊
本
日
日
新
聞
社

か
ら
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
の
調
査
を
各

地
区
嘱
託
員
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
対
象
に
な
ら
れ
る
ご
夫
婦
は
、

各
地
区
嘱
託
員
へ
７
月
４
日（
水
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
昭
和
　
年
に
結
婚
し
、

３２

満
　
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦

５０
問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課
福
祉
係

緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
４
）
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油
流
出
事
故
の
未
然
防
止

に
ご
協
力
を

　
県
内
及
び
市
内
で
は
、
河
川
等

へ
の
油
流
出
事
故
が
毎
年
発
生
し

て
お
り
、
事
故
件
数
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
油
流
出
事
故
は
、

い
っ
た
ん
事
故
が
発
生
す
る
と
重

大
な
事
故
に
な
り
や
す
く
、
環
境

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
原
状
回
復
を
行
う
費

用
は
原
因
者
の
負
担
（
※
１
）
と

な
り
、
相
当
の
費
用
（
※
２
）
を

要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
油
類
の

使
用
に
当
た
っ
て
は
、
細
心
の
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

主
な
油
事
故
の
原
因

１
給
油
中
の
ミ
ス
（
目
を
離
し
た

す
き
に
油
が
あ
ふ
れ
た
）

２
給
油
バ
ル
ブ
等
の
ミ
ス
（
ド
レ

ン
バ
ル
ブ
を
閉
め
な
い
ま
ま
給

油
し
た
）

３
配
管
等
の
破
損
（
作
業
中
に
油

用
配
管
を
傷
つ
け
た
。
配
管
が

腐
食
し
穴
が
空
い
て
い
た
）

４
不
法
投
棄
（
不
要
に
な
っ
た
油

を
川
に
捨
て
た
）（
※
３
）

等
に
処
理
を
依
頼
す
る
。

６
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合

　
た
だ
ち
に
次
の
機
関
へ
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
自
分
で
や
れ
る
措

置
（
油
流
出
箇
所
の
補
修
、
土
の

う
な
ど
に
よ
る
油
の
拡
散
防
止
）

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
市
役
所
（
環
境
課
又
は
自
治
振

興
課
）　
緯
鰻
１
１
１
１

◎
宇
城
消
防
署
　
緯
鰻
０
５
５
４

◎
宇
城
地
域
振
興
局
（
保
健
所
）

緯
荏
０
５
９
８
（
休
日
・
時
間
外

緯
荏
１
１
４
７
）

参
考

※
１
　
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

事
故
処
理
費
用
（
汚
染
の
浄
化
に

要
す
る
費
用
）
は
、
環
境
基
本
法

及
び
宇
土
市
環
境
基
本
条
例
に
基

づ
き
原
因
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
２
　
吸
着
マ
ッ
ト
や
油
類
処
理

剤
に
要
す
る
費
用
、
油
が
浸
透
し

た
土
壌
等
の
処
理
を
専
門
業
者
に

依
頼
す
る
費
用
な
ど
、
莫
大
な
経

費
が
か
か
り
ま
す
。

※
３
　
不
法
投
棄
は
、
河
川
法
や

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
な
ど
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

問
い
合
せ
先
　
県
水
環
境
課
水
質

保
全
班
　
緯
０
９
６
（
３
３
３
）

２
２
７
１
　
県
河
川
課
管
理
係
　

緯
０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
０
８

　
今
年
度
の
農
業
作
業
の
請
負
賃

金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

平
成　

年
度

１９

農
業
雇
労
賃
金
が
決
定

１０a当（円）

６，０００初田おこし

５，５００畝たおし

５，５００代 か き

６，０００機械田植

１４，０００コンバイン

問
い
合
せ
先
　
市
農
業
委
員
会
事

務
局
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２

３
３
１
）

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は

１
給
油
す
る
時
は
目
を
離
さ
な
い
。

２
バ
ル
ブ
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
確

認
す
る
。

３
タ
ン
ク
内
の
油
量
を
常
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
配
管
等
か
ら
の

漏
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
。

４
作
業
時
に
は
、
配
管
等
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

５
不
要
に
な
っ
た
油
は
処
理
業
者

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春ののののののののののののののののののののの病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫虫防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ををををををををををををををををををををを展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす春の病害虫防除推進運動を展開します！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　県内でトマト黄化葉巻病やキュウリ・メロン黄化えそ病などのウイルス病や虫害によ

るメロン黄化症が発生し、施設園芸作物の安定生産に大きな影響を与えています。これ

らの病虫害は、コナジラミやアザミウマ等の微小害虫により引き起こされます。

施設栽培農家の皆さんへ

問い合わせ先　熊本県緊急病害虫防除対策会議　宇城地域本部　事務局　緯荏２１１１（代表）

基本的な防除対策
①施設栽培終了後は、ハウスの密閉を１週間以上行
い、微小害虫を完全に死滅させてから片付けま
しょう。
　　栽培終了後はハウスを密閉して作物を枯らし、

完全に害虫を死滅させてからハウス内を片付け

ましょう。

②ハウス内及び周囲の野良生え作物や雑草は、徹底
して除去しましょう。
　　雑草は害虫の増殖場所になったりしますので、

随時除去しましょう。また、ハウス内に作物以

外の植物を栽培することも避けましょう。

③ウイルスが感染する作物の連続栽培をさけ、感染
作物のない期間を設けてウイルスの伝染（つなが
り）を断ち切りましょう。

　　ウイルスが伝染していかないように、作付けが

ない期間をできるだけ長く設けましょう。

④ハウス内にいるコナジラミやアザミウマ等の密度
を下げましょう。

⑤病虫害に強い作物づくりを心がけましょう。
　　土づくりや健全苗の育成、土壌水分の保持など

基本的な栽培管理に努めましょう。
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け
し
の
栽
培
に
つ
い
て

　「
け
し
」
に
は
栽
培
し
て
良
い

「
け
し
」
と
悪
い「
け
し
」
が
あ
り
、

悪
い
「
け
し
」
を
栽
培
し
た
場
合
、

１
年
以
上
　
年
以
下
の
懲
役
刑
に

１０

処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
見
分
け
方
は
茎
に
直
接
葉
っ
ぱ

そ
の
も
の
が
付
い
て
い
る
種
類
が

栽
培
で
き
な
い
け
し
で
す
。

　
観
賞
用
に
き
れ
い
な
花
で
す
が
、

栽
培
を
誤
る
と
犯
罪
に
な
り
ま
す

の
で
、
栽
培
さ
れ
る
場
合
は
花
屋

な
ど
の
専
門
店
で
確
認
の
う
え
、

栽
培
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
宇
城
警
察
署
　
緯

餌
０
１
１
０

植えてはいけない
けしの葉

６
月
は
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火

具
の
不
具
合
の
お
知
ら
せ

◎
視
認
性
、
被
視
認
性
の
低
下
を

招
く
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル

ム
等
の
貼
付
及
び
前
面
ガ
ラ
ス
へ

の
装
飾
板
の
装
着

◎
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
等
不
適
切
な
灯

火
器
及
び
回
転
灯
等
の
取
付
け

◎
騒
音
の
増
大
を
招
く
基
準
不
適

合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着

◎
土
砂
等
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
の

荷
台
さ
し
枠
の
取
付
け
及
び
リ
ア

バ
ン
パ
ー
の
切
断
・
取
外
し

◎
燃
料
タ
ン
ク
増
設
等
の
不
正
な

二
次
架
装

◎
大
型
貨
物
自
動
車
の
速
度
抑
制

装
置
の
不
正
改
造

◎
デ
ィ
ー
ゼ
ル
黒
煙
を
悪
化
さ
せ

る
燃
料
ポ
ン
プ
の
封
印
の
取
外
し

◎
不
正
軽
油
燃
料
の
使
用

　
不
正
改
造
車
は
、
私
た
ち
の
安

全
を
脅
か
し
道
路
交
通
の
秩
序
を

乱
す
と
と
も
に
、
排
出
ガ
ス
に
よ

る
大
気
汚
染
、
騒
音
等
の
環
境
悪

化
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

　
不
正
改
造
車
排
除
の
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
１
５
２
）

重
点
排
除
項
目

　
次
の
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消

火
具
（
ス
プ
レ
ー
型
消
火
器
）
は
、

不
具
合
の
た
め
事
故
の
お
そ
れ
が

あ
り
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
自
主
回

収
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

製
造
時
業
者
名
　
ヤ
マ
ト
プ
ロ

テ
ッ
ク
株
式
会
社

商
品
名
　
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
K
T
、

F
M
ボ
ー
イ
ｋ

鑑
定
番
号
　
鑑
消
第
　
～
４
号

１３

製
造
時
期
　
平
成
　
年
　
月
～
平

１３

１１

成
　
年
７
月

１４
品
質
保
証
期
限
　
平
成
　
年
１
月

１７

～
　
月
１０
　
該
当
製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、

相
談
窓
口
ま
た
は
市
自
治
振
興
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
　

緯
（
０
１
２
０
）
８
０
１
０
８
４

市
自
治
振
興
課
防
災
交
通
係
　
緯

鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
２
）

網田マリンフェスタ“２００７”開催

♪♪ ♪♪ ♪ ♪ ♪
♪
♪ ♪♪

風と音楽の祭典

ＳＵＮＳＥＴ　ＪＡＺＺ　ＬＩＶＥ　ＩＮ　うとマリーナ

出演　網田小学校器楽部　鶴城中学校吹奏楽部

　　　アマチュアバンド…　

　　　佐藤允彦氏、上杉亜希子氏ほか

　　　　《ジャズライブ：有料（午後６時～）》

ジャズライブチケット

　前売券１,５００円・当日券２,０００円

　中学生以下無料

チケット販売所：市民会館、網田支所、網津支

所、ピア、カメヤ

問い合せ先　網田支所　

　　　　　　緯閏１１１１

時間　７月１５日（日）　午後３時～
場所　宇土マリーナ　芝生広場　雨天決行

　今年も、夏のイベント

として、宇土マリーナか

ら音楽を発信します。昨

年に引き続き音楽の祭典

で、ジャズを中心に様々なジャンルの音楽が計画されてお

り、中でも、ジャズファンにはたまらない昨年の演奏者、

佐藤允彦氏、上杉亜希子氏らもやってきます。

　今年は、地元網田小学校の器楽部や鶴城中学校吹奏楽部

の演奏もあり、ステージは音楽一色。有明海に沈む夕日を

見ながら音楽に浸り、最高の時間を過ごせることと思いま

す。週末は友人、ご家族お誘いあわせの上、ぜひ宇土マ

リーナへご来場ください。
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み
ん
な
で
楽
し
く
子
育
て
し
よ

お
出
か
け「つ

ど
い
の
広
場
」

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使

用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　
最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
、
小

型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化

炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
一
酸
化
炭
素
は

無
色
無
臭
で
す
。
頭
痛
や
吐
き
気

で
異
変
に
気
づ
い
た
時
に
は
、
手

足
が
し
び
れ
て
動
け
ず
、
手
遅
れ

に
な
っ
て
死
に
至
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

募
集
・
催
し

　
次
の
と
お
り
、
市
内
の
プ
ー
ル

施
設
を
開
園
し
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
（
旭
町
）

期
間
　
７
月
１
日
（
日
）

～
８
月
　
日
（
金
）

３１

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

休
園
日
　
８
月
　
日（
水
）、　

日

１５

１９

（
日
）

市
民
プ
ー
ル
、
市
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が
開
園

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

（
花
園
町
）

期
間
　
７
月
　
日
（
土
）

２１～
８
月
　
日
（
金
）

３１

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
園
日
　
毎
週
月
曜
日
、
８
月
　１５

日
（
水
）

料
金
　
両
施
設
と
も
に
一
般
２
０

０
円
、
高
校
生
以
下
１
０
０
円

問
い
合
せ
先
　
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
　
緯
姥
３
４
７
２

う
と
、
毎
週
月
曜
日
、
各
地
区
公

民
館
に
、
乳
幼
児
向
け
絵
本
や
紙

芝
居
、
お
も
ち
ゃ
等
を
準
備
し
て

て
い
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
、
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
　
日
（
月
）
網
田
公
民
館

１８

６
月
　
日
（
月
）
網
津
公
民
館

２５

７
月
２
日
（
月
）
緑
川
公
民
館

７
月
９
日
（
月
）
長
浜
東
公
民
館

※
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
３
）
つ
ど
い
の
広
場
　
緯

鰻
２
４
０
８

　楽しいお話の中に『子育てのアドバイス』がいっ

ぱいです。

　ご近所の方やお友だちを誘っておいでください。

たくさんの方の参加をお待ちしています。

日時　６月２９日（金）１０時半～１２時
場所　つどいの広場（児童センター）
講師　心理カウンセラー　三浦佑子氏
演題「子も親も！ともに育とう。」　
参加費　無料
問い合せ先　つどいの広場　緯鰻２４０８
　　　　　　市福祉課子育て支援係

　　　　　　　　　　　　　緯鰻１１１１（内線２８１３）

　育児には正解がありません　だから迷ってあたり
まえ。はじめてのことはわかりません　だから悩ん
であたりまえ。
　それなら　みんなで集まって一緒に子育ていたし
ましょう！
　そして私も育ちましょう！

三浦佑子先生のことばより

樺樺樺樺樺樺樺樺樺樺樺樺つどいの広場　『子育て講座』

撮影対象　宇城三十六景に選定された景観（宇土市からは轟水源、御輿来海岸等が選定されてい
ます。詳しくは下記ホームページでご確認ください）

サイズ　　四つ切またはワイド四つ切（プリントしたもの）。白黒、カラーともに可。（デジタル
カメラでの撮影可ですが、画像を加工したものは不可）

応募締切　９月１４日（金）
応募方法　県地域振興局や市役所に備え付けのチラシ裏面の応募票に必要事項を記入し、作品裏

面に貼付のうえ郵送又は持参してください。複数応募する場合

も、１点ごとに貼付してください。なお、下記ホームページに

も応募票を掲載しています。

応募上の注意事項
　　　　　・応募点数に制限はありません。

　　　　　・応募作品は返却しません。

　　　　　・写真に人物などが含まれる場合は、肖像権に侵害等が生じな

　　　　　いよう、応募者本人の責任において確認してください。

　　　　　・ほかにも注意事項がありますので、申込時にご確認ください。

応募・問い合せ先　住所　〒８６９-０５３２　宇城市松橋町久具４００-１
　　宇城地域観光推進協議会事務局（宇城地域振興局総務振興課）

　　緯荏２１１３　ホームページ　http：//uki３６kei.hp.infoseek.co.jp/

　宇城地域観光推進協議会では、「宇城三十六景」を対象とした、写真コンテストを実施しています。

「宇城三十六景」を実際に自分の目で見て回り、また新たに宇城の宝を発見してはいかがでしょうか。

餐斬餐斬餐斬餐斬餐斬餐斬餐斬餐斬餐斬「宇城三十六景写真コンテスト」募集中

　宇城地域観光推進協議会では、宇城

地域の観光施設等を映像で紹介する

「くまもとうき宇城よかとこＴＶ」の

インターネット配信を開始しました。

　宇城地域の観光地や物産品が満載。

ぜひご覧ください。

ホームページ
http://kankou.tv/kumamoto/uki/

くまもとうき宇城よかとこＴＶ

配　信　開　始
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お
い
し
い
野
菜
（
え
だ
豆
）
を
育

て
よ
う
！

☆
児
童
セ
ン
タ
ー
の
裏
庭
で
手
づ

く
り
ミ
ニ
菜
園
。
夏
休
み
に
、

え
だ
豆
大
収
穫
を
め
ざ
そ
う
。

期
日
　
６
月
　
日
（
日
）

１７

時
間
　
午
前
　
時
～
（
２
時
間
程

１０

度
）
児
童
セ
ン
タ
ー
に
午
前
９

時
　
分
集
合

４０

対
象
　
小
学
生
　
人
程
度

２０

　
事
前
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

持
っ
て
来
る
も
の
　
着
替
え
・
帽

子
・
水
筒
・
タ
オ
ル
（
移
植
ご
て

等
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
）

＊
活
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
市
児
童
セ
ン
タ
ー

緯
姥
３
３
０
３

児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

　
手
遊
び
、
歌
、
絵
本
・
・
を
通

し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な
が

ら
絵
本
の
魅
力
を
伝
え
る
お
手
伝

ど
ん
ぐ
り
く
ら
ぶ
発

こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ

い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
　
日
（
金
）

２２

　
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

１１

１１

３０

場
所
　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
２
階

参
加
費
　
無
料
　
申
込
不
要

◎
親
子
で
リ
ズ
ム

　
歩
き
出
し
た
ば
か
り
の
ち
っ

ち
ゃ
な
お
友
だ
ち
も
聞
こ
え
る
音

楽
に
か
ら
だ
を
ゆ
ら
し
た
り
し
て

楽
し
み
ま
す
。

日
時
　
６
月
　
日
　（
水
）

２０

時
間
　
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

１０

１１

３０

受
付
　
午
前
９
時
　
分
～

４５

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
小
森
志
保
先
生
（
御
船
町
子

育
て
サ
ー
ク
ル
く
も
の
こ
か
い
主
幹
）

ピ
ア
ノ
演
奏
　
藤
元
祥
代
さ
ん

参
加
費　

２
０
０
円
（
講
師
料
）

事
前
申
込
不
要

持
っ
て
来
る
も
の
　
水
筒
・
タ
オ
ル
・

着
替
え
、
親
子
共
動
き
や
す
い
服
装

※
　
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
せ
先
　
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
緯
姥
３
３
０
３

　
幼
稚
園
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
す
。

よ
う
ち
え
ん
に

あ
そ
び
に
お
い
で

　
幼
稚
園
に
ま
だ
来
て
い
な
い
１

歳
～
５
歳
ま
で
の
お
友
だ
ち
も
一

緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
７
月
４
日
（
水
）

　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

場
所
　
宇
土
幼
稚
園
（
門
内
町
）

　
　
　
花
園
幼
稚
園（
古
保
里
町
）

問
い
合
せ
先
　

宇
土
幼
稚
園
　
緯
鰻
０
３
２
６
　

花
園
幼
稚
園
　
緯
鰻
０
０
３
１

販
売
会
を
し
よ
う　

Ｉ
Ｎ

ジ
ャ
ス
コ
・
宇
土
シ
テ
ィ

　
松
橋
西
養
護
学
校
の
生
徒
た
ち

が
作
業
学
習
で
作
っ
た
製
品
や

花
・
野
菜
な
ど
の
販
売
を
し
ま
す
。

期
日
　
６
月
　
日
（
土
）

１６

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
所
　
宇
土
シ
テ
ィ（
善
道
寺
町
）

販
売
す
る
も
の
　【
窯
業
班
】
皿
、

湯
の
み
、
茶
碗
、
花
び
ん
、
箸
置

き
な
ど
【
農
耕
班
】
玉
ね
ぎ
、

じ
ゃ
が
い
も
、
大
根
、
き
ゅ
う
り

な
ど
【
イ
草
・
工
芸
班
】
サ
イ
フ
、

キ
ー
ケ
ー
ス
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

【
木
工
班
】
プ
ラ
ン
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
、
ホ
ッ
ト
ラ
ン
プ
な
ど
【
園
芸

班
】
花
の
寄
せ
植
え
、
苗
な
ど

問
い
合
せ
先
　
県
立
松
橋
養
護
学

校
　
緯
餌
２
７
９
７

　皆さん、こんにちは。

　先月は英語で動物の鳴き声を紹介しましたが、今月は

動物を用いた慣用句(イディオム)を紹介します。

　日本語の慣用句が文化的価値を表現しているのと同じ

で、アメリカのイディオムは世界の異なる物の見方を知

る手段となります。これらのイディオムを学ぶことによ

り、アメリカの文化をよりよく理解することができるで

しょう。

　まずは馬を紹介します。ご存知のとおり、熊本は馬刺

しで有名ですが、アメリカでは競馬でよく知られていま

す。馬が歴史上、重要であることから、アメリカでは気

持ち・感情を表現する多くのイディオムに馬が用いられ

ています。

VOL.１０

答え：佳＝右　加＝宇　可＝隠　嘉＝陰　夏＝羽　嫁＝韻　家＝烏　寡＝吋

日
本
語
に
訳
す
と
？

覚 陰常識（当たり前の良識）

隠ちょっと待てって！（はやる気持ちを抑える）

韻いくらでも食べることができそうだ（おなかが空いて死にそう）

吋他人を見下すのをやめる

右腹がペコペコで

宇（馬のように）とても丈夫な

烏直接本人の口から聞く

羽決着のついた話題を蒸し返す

佳Hungry　as　a　horse

加Strong　as　a　horse

可Hold　your　horses

嘉Horse　sense

夏Beat　a　dead　horse

嫁I　could　eat　a　horse

家Straight　from　the　horse’s　mouth

寡Get　off　your　high　horse
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熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　
松
橋
西
養
護
学
校
で
は
、
平
成

　
年
度
の
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１９ア
を
募
集
し
ま
す
。
活
動
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

　
教
師
の
指
示
の
も
と
で
の
児
童

生
徒
へ
の
直
接
支
援

出
前
授
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
作
業

学
習
等
に
お
け
る
講
師
、
楽
器
演

奏
・
絵
本
の
読
み
か
せ
・
地
域
の

伝
統
芸
能
や
昔
遊
び
等

教
材
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

　
教
材
教
具
の
作
成
、
教
材
教
具

作
成
の
ア
イ
デ
ア
・
ノ
ウ
ハ
ウ
提

供行
事
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
運
動
会
・
ま
つ
に
し
デ
ー
（
学

校
祭
）
等
の
行
事
支
援

環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
植
栽
の
管
理
お
よ
び
花
植
え
・

教
育
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
期
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

２８

　
　
　
　
　
午
前
　
時
開
始

１０

試
験
会
場
　
陰
熊
本
学
園
大
学
隠

崇
城
大
学
韻
熊
本
大
学
の
い
ず
れ

か
（
試
験
会
場
は
、
受
験
者
が
指

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

受
験
資
格
　
原
則
と
し
て
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年

（
一
部
　
年
）
以
上
の
実
務
経
験

１０

を
有
す
る
方
（
詳
細
は
「
試
験
案

内
」
に
記
載
）

試
験
案
内
の
配
付
期
間
　
６
月
　１８

日
（
月
）
～
７
月
　
日
（
金
）

２０

試
験
案
内
の
配
付
場
所
　
宇
土
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
き
ま
す
）　

※
郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

受
験
申
込
の
申
込
方
法
　
受
験
申

込
書
は
、「
試
験
案
内
」
巻
末
の
専

用
封
筒
を
使
用
し
、
１
通
に
つ
き

１
人
分
を
、
必
ず
簡
易
書
留
に
よ

り
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
宛
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
７
月
　
日
２０

の
消
印
有
効
）　
　
　
　
　
　
　

※
持
参
に
よ
る
申
込
書
の
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

受
験
手
数
料
　
８
８
０
０
円

実
務
研
修
の
予
定
　
試
験
合
格
者

を
対
象
に
、
実
務
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

　
①
実
施
時
期
　
１
月
～
３
月
の

間
７
日
間
（
前
期
３
日
、
後

期
４
日
）

　
②
実
施
会
場
　
熊
本
市
内

受
験
申
込
先
　
〒
８
６
０
‐
０
８

４
２
　
熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
‐

７
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
　
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
宛

問
い
合
せ
先
　
熊
本
県
社
会
福
祉

協
議
会
　
緯
０
９
６
（
３
２
２
）

８
０
７
７
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）

管
理

◎
昨
年
度
は
個
人
会
員
　
人
と
１

１６

団
体
　
人
が
登
録
し
活
動
さ
れ

５０

ま
し
た
。

◎
対
象
は
中
学
生
以
上
で
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
と
し
て
年

間
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

問
い
合
せ
先
　
熊
本
県
立
松
橋
西

養
護
学
校
　
緯
餌
２
７
９
７

　多重債務や訪問販売、お金や商品に関するさま
ざまな悩み、また、どこに相談してよいか分から
ない等、何でもお気軽に相談ください。
　※個人情報は厳守します。

こんな商法 身に覚えがありませんかこんな商法　身に覚えがありませんか？？

日時　毎週火曜、金曜　午前１０時～午後４時

　　　（受付は午後３時まで）

場所　市勤労青少年ホーム１階　消費生活相談室

電話　緯鰻１１１１（内線２３２３）

　　　※市役所閉庁日は休みです。

相談員　消費者生活専門相談員

相談方法　直接、来られるか、電話相談も可。

※毎月第３水曜日（８月は除く）は網田公民館でも出張

相談を行っています。（午前１０時３０分～１２時３０分）

暮らしの相談窓口

消費生活相談窓口開設しました外
相　談　無　料

市内在住司法書士による無料相談（電話相談不可）
日時　６月２８日（木）　午後１時～４時
場所　市勤労青少年ホーム２階小会議室

おばあちゃんが布団や着物な

ど次々買わされてるみたい

当選したのでプレゼント

を取りに来てください鎧

借金を一本化お

困りの方、低利

で融資します

水質の無料検査

です。こんな汚

い水、飲んでた

んですか涯

会員を紹介すれ

ばどんどん儲か

りますよ

借金がふくらん

で、もう払いき

れない…どうし

よう

身に覚えのない督促のは

がきが届いたけど…



平成１９・6（25）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

相　

談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
、
身
近
な
行
政
相
談

　
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
日
は
、
毎
月
第
２
・
第
４

水
曜
日
で
す
。
次
回
の
開
催
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
６
月
　
日
（
水
）・
７
月
　

２７

１１

日
（
水
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
所
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

行
政
相
談
員
　
三
浦
壽
美
子
（
築

籠
町
）
緯
姥
１
３
６
７

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係
　
緯

鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
９
）

　健康への関心が広がる中、「健康」「美容」

「栄養補助」などを目的とした健康食品（サ

プリメント）が市場にあふれ、身近なコン

ビニエンスストアやスーパーでも簡単に購入できます。し

かし健康食品との付き合い方がよくわからない人も多いの

ではないでしょうか。消費生活相談窓口にも「飲めば、血

液がサラサラになる」「１日２回飲むだけで誰でも必ず痩せ

る」などと言われ、健康食品を契約した事例や「言われる

まま多量に飲み続けたら、体調を崩したので解約したい」

などさまざまな相談が寄せられています。

　また、健康食品は錠剤やカプセルのものが多く、簡単に

継続的に多量に摂ることが可能で、過剰に摂りすぎるとか

えって健康被害を招くこともありますし、医薬品との飲み

合わせによっては、両方の働きを弱めたり、逆に強めたり

して健康に悪影響を起こすこともあります。特に海外から

持ち帰った商品やインターネットで個人輸入した健康食品

は要注意です。日本では許可されてない成分が入っている

可能性もあります。健康食品で不健康になってしまっては

本末転倒です。

健康食品の安全利用のポイント
①「健康食品」は食品です。病気を治すものではありませ

ん。

②有効性より安全性が第一です。

③病気治療中は、医師や薬剤師のアドバイスを受けてくだ

さい。

④体調に異常を感じたら利用をすぐ中止し、医療機関で受

診してください。

　健康食品についての契約でのトラブルや健康被害などが

ありましたら、早めに消費生活相談窓口にご相談ください。

　　　商工観光課消費生活相談室　緯鰻１１１１（内線２３２３）

えてみよう鎧　消費者トラブル　罫考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
教教教教教教教 教教教教どうつきあう？健康食どうつきあう？健康食品品

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ね
　
歳
以
上
）
の
生
き
が
い
を
高

６５
め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
す
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
長
年
培
っ

た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
い
か
し
、

就
業
で
き
る
よ
う
職
業
相
談
・
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　

歳
以
上
の
方
の
求
職

６０

に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時
　
毎
週
月
曜
・
水
曜
・

金
曜
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
た
だ
し
、
祝
日
、
振
替
休
日
は

休
み
ま
す
）

相
談
所
　
宇
城
相
談
所
　
緯
餌
４

６
６
７

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

と
は
…
　
高
年
齢
者
の
方
々
（
概

※７５歳以上の高齢者世帯住宅でアパート・借家・事

業用構築物ならびにお子様と同居または同一敷地

内にある２世帯家族は対象外になります。

申込締切　７月２０日（金）
作業日程　８月１日（水）～１２日（日）
申　込　先　市商工会　緯鰻５５５５

齢者世帯住宅手直し奉仕活動を行います高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
　市商工会建設業部会では、高齢者

世帯で住宅の雨漏りや建具、雨戸の

修理等、簡単な修理をしたいけど、

どこに頼んでいいのか分からない方

たちのために住宅の手直し奉仕活動

を行うことになりました。

　この取り組みは、同部会の地域活動の一環として

行うものです。この機会にぜひお申込ください。

◎手間賃２時間まで無料
◎材料代は実費

嗣嗣嗣嗣嗣嗣嗣嗣嗣嗣嗣嗣嗣
　「家族の会」熊本県支部では、若年期認知症の介

護家族の皆様を対象に、座談会形式での「つどい」

を通じて、同じような立場から、普段話せないよう

な思いを語り合っていただ

く「若年期認知症介護家族

のつどい」を行います。

日時　６月１７日（日）
　　　７月　７日（土）

　　　８月２６日（日）

　　　時間はすべて午後１時３０分～４時３０分

場所　くまもと県民交流館「パレア」（鶴屋東館９階）
　　　緯０９６（３５５）４３００

　　　６月：第２会議室、７月・８月：第３会議室

参加費　５００円（「家族の会」会員の方は無料です）
※参加希望の方は、前日までに連絡してください。

申込・問い合せ先
「家族の会」熊本県支部事務局

緯０９６（２２３）０５３３（天寿園内）

「若年期認知症 介護家族のつどい「若年期認知症　介護家族のつどい」」
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　水道のメーター器は８年周期で交換になります。今回は、平成１２年に取り付け又は交

換を行ったメーター器が対象となり、６月中旬から交換作業を行います。交換料金は無

料です。

　該当世帯には、交換前に「水道メーター器交換のお知らせ」を担当水道業者から配布しますが、お留守の場

合でも交換させていただきますので、ご協力をお願いします。

　又、交換時期は、メーター器の有効期限によりますので、ご近所と交換時期が異なる場合もあります。

水道メーター交換にご協力を

交換時のご協力についてお願い
１　交換作業は、市長印付の身分証明書（下記参照）を携帯した担当業者が訪れ、細心の注意を払って行います。

浄水器を販売したり、交換手数料を請求する事はありません、「おかしいな？と」感じたら、身分証明書の提

示を求めるか、水道課まで問い合せください。

２　水道メーターの交換作業は、２０分程度、水を止めて行います。大変不便をおかけしますが、

ご協力をお願いします。

３　交換作業に伴い、メーター付近の配管の工事を合せて行う場合があります。

４　メーターボックス上の自家用車などは交換作業時、移動していただく場合があります。

＊交換工事で代金をいただくことはありません。

身分証明書と交換状況
宇市水第１号

身　分　証　明　書
氏名　　宇土太郎

生年月日　昭和５６年６月１５日

会社住所　宇土市浦田町○○

商号または　

名　　　称　

上記の者は宇土市が実施する量水器取替えに伴う量

水器取替業務を請けた者であることを証明する。

発行日　平成１９年８月１５日

有効期限　平成２０年３月３１日

宇土市長　田口信夫

写真

市長印

　お留守の際には、下記の事項に ご注意

ください。

・ペットはメーターや出入り口から離して

つないでおいてください。

・メーターボックスの上に、物を置いたり、

車を止めておかないでください。

メーター器交換状メーター器交換状況況

　
次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 円
円
円
円
円
円
円
 （
敬
称
略
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

▽
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
　

　
理
事
長
　
櫻
田
　
一
明

　
金
一
封

市
教
育
委
員
会
に

▽
宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

奨
学
基
金
と
し
て
金
一
封

芝
光
苑
に

▽
双
葉
寿
司

　
寿
司
　
パ
ッ
ク

８１

▽
愛
舞
の
会
　
代
表
　
菩
提
和
子

　
踊
り
訪
問

▽
天
理
教
宇
城
分
教
会

　
会
長
　
中
川
至
　
他
　
人
５０

　
草
取
奉
仕

▽
橋
本
辰
好
（
石
橋
町
）

　
ジ
ュ
ー
シ
ー
オ
レ
ン
ジ
　
茜
６０

▽
堀
川
栄
一
（
神
馬
町
）

　
ト
マ
ト
　
茜
３０

▽
田
中
　
博
（
恵
塚
町
）

　
ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
５
ケ
ー
ス

地　区　名会社名

石小路町・船場町・新町一丁目・新町二丁目・新町三丁目・新町四丁目・

定府町
珂吉田組

本町一丁目・本町二丁目・本町三丁目・本町四丁目・本町五丁目・本町六丁

目・新小路町
禍西山水道

門内町・一里木町・一里木町西・入地町・南段原町・古城町・栄町荷浦野商会

高柳町・北段原町・浦田町・浦田町北・築籠町１区・築籠町２区・松原町・

新松原町・松原団地・駅前団地・江部・綾織
禍吉野商会

城之浦町一区・城之浦町二区・三拾町・中野・大坪団地・袋内団地・入地

団地・三日・佐野
東洋工業珂

上古閑・曽畑・布古閑・岩熊・立岡・水町・古保里町・善導寺町・境目町禍上田電気工業

上松山野口設備工業

上松山・下松山・割井川・馬門・網津・平原・旭・梅咲・直築・新川東・

笠岩・堤・浜通・住吉・鮟鱇・小部田・長部田・新川西・駅前・東中村・

西中村

禍プラムテック

打越・栗崎・城・馬場・神山・石橋町・宮庄町・椿原町・馬之瀬町・大曲・

恵里・飯塚・鶴見塚・上新開・笹原町潟・辺田
珂中山工業所

境目団地一区・境目団地二区・境目団地三区・境目団地四区・小池・長浜町

東・長浜町中・長浜町西の２・長浜町西の１・浦小松・新地・宮の前・塩

屋・西原団地・西原・辺田目東・辺田目西・米の口・戸口町北・戸口町本・

戸口町横・戸口町出・平岩・赤瀬町本村

禍大原商店

地 区 別 業 者 一 覧 表

問い合せ先　市水道課管理建設係　緯鰻１１１１（内線２５３３）
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新 　刊　 案　 内

児　童　図　書一　般　図　書

たしろ　ちさと　著ぼくうまれるよ金原　ひとみ　著ハイドラ

クリス・コノヴァー著つばさをもらったライオン柴田　よしき　著小袖日記

仁科　幸子　著はなのがっこう石田　衣良　著Ｇボーイズ冬戦争（池袋ウエストゲートパーク７）

すずき　大和　著ことわざ絵本―はなよりだんご他２４－浅田　次郎　著月島慕情

ケビン・ホークス著としょかんライオン荻原　浩　著千年樹

茂市　久美子　著つるばら村の理容師さん恩田　陸　著朝日のようにさわやかに

角野　栄子　著角野栄子のちいさんどうわたち１～６乙武　洋匡　著だから、僕は学校へ行く！

ポプラ社　発行体験取材！世界の国々シリーズ全２２巻菅原　出　著外注される戦争―民間軍事会社の正体―

ウィルバート・オードリー　著汽車えほんシリーズ全１５巻久津摩　英子　著赤ちゃんから遊べるわらべうたあそび５５

横山　正　著授業がわかる！理科実験シリーズ全５巻山谷　修作　著ごみ有料化

※下記以外にも新刊はたくさん入っています。図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

図書館からのお知らせ 

問い合せ先　市立図書館　緯鰻４５１２　ＨＰ　http：//www．city．uto．kumamoto．jp/lib/

　
市
社
協
に
次

の
方
々
か
ら
香

典
返
し
と
し
て
、

寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。
 

（
敬
称
略
）

▽
古
　保
　里
　町
　
　
藤
吉
　
時
康

　
亡
妻
　
　
ひ
ろ
子
　
　
（
五
二
）

▽
定
　
府
　
町
　
　
古
山
　
勝
弘

　
亡
弟
　
　
國
　
廣
　
　（
六
五
）

▽
松
　
原
　
町
　
　
九
谷
　
　
寛

　
亡
妻
　
　
美
智
子
　
　
（
七
六
）

▽
馬
　之
　瀬
　町
　
　
堂
上
　
好
宜

　
亡
父
　
　
實
　
　
　
　（
八
六
）

▽
野
　
鶴
　
町
　
　
園
田
　
　
明

　
亡
母
　
　
ハ
マ
子
　
　
（
八
〇
）

▽
走
　
潟
　
町
　
　
勝
永
　
初
女

　
亡
夫
　
　
恒
　
男
　
　（
八
九
）

▽
神
　
馬
　
町
　
　
安
田
サ
ツ
キ

　
亡
夫
　
　
熊
　
雄
　
　
（
八
八
）

▽
境
　
目
　
町
　
　
森
永
　
和
子

　
亡
夫
　
　
茂
　
　
　
　（
九
一
）

▽
境
　
目
　
町
　
　
本
郷
　
　
壮

　
亡
妻
　
　
直
　
美
　
　（
四
九
）

▽
戸
　
口
　
町
　
　
曽
方
　
照
國

　
亡
父
　
　
政
　
行
　
　
（
八
四
）

▽
神
　
合
　
町
　
　
柴
田
　
和
利

　
亡
母
　
　
ミ
ヨ
子
　
　（
八
一
）

香
典
返
し

☆一般図書室常設コーナーご案内☆一般図書室常設コーナーご案内☆☆

☆アジサイコーナー☆

　梅雨の季節を色とりどりの花び

らで美しく演出してくれるアジサ

イ。宇土市の市花“アジサイ（紫

陽花）”に関する資料を集めました。

☆お地蔵さまコーナー☆

　肥後三大夏まつりのひとつ≪宇土地蔵まつり≫。

ゆかりあるお地蔵さまに関する資料を

揃えました。館内には宇土市地蔵工房

受講生　浦田　勇氏寄贈の馬門石地蔵

３体を展示しています。

図書館休館日

６月２０日・２１日・２８日・７月５日・１２日・１６日

乳幼児・小学生対象のおはなし会
６月２７日　宇城子ども劇場

７月　４日　ひまわり会

７月１１日　小袖おはなし会

日時　毎週水曜日　午後４時～（約３０分）
場所　図書館　１階　児童図書室

『えほんのじかん』

あなたも図書館の仕事を体験してみませんか。

夏休みの思い出を図書館で作ろう！

参加日　７月３０日（月）・３１日（火）
　　　　８月１日（水）・３日（金）・６日（月）・７日（火）

　　　　　　８日（水）・１０日（金）のいずれか一日

時　間　午前９時～午後４時
場　所　宇土市立図書館
対象者　市内小学４年生から中学２年生
内　容　カウンター業務（貸出・返却）、

書架整理（本だな整理）など

申込方法　図書館に直接申し込みをしてください（電話可）
　　　　・定員になりしだい締め切らせていただきます。

　　　　・参加決定者には本人（保護者）へ連絡します。

募集期間　７月２日（月）～７月９日（月）
申込・問い合せ先　市立図書館　緯鰻４５１２

☆１日図書館司書ボランティア募集☆１日図書館司書ボランティア募集☆☆

―０・１・２歳児対象のおはなし会－
日時　６月１９日（火）・７月１７日（火）
　　　午前１０時３０分～（約２０分）

場所　図書館　１階　児童図書室

【らっこのじかん】
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４
月
　
日
、
市
民
体
育
館
で
第

３０

タ
ー
で
会
長
旗
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。 円
円
円
円
 （
敬
称
略
）

優
勝
　
北
野
国
治
、
佐
方
政
憲
、

今
村
都
紀
子
、
今
村
敏
子
、
山
本

洋
美
、
山
口
好
子

２
位
　
井
嶋
正
造
、
鶴
田
達
子
、

西
村
純
子
、
前
田
壽
子
、
佐
方
千

香
子
、
田
中
隆
男

３
位
　
草
場
憲
治
、
高
江
律
子
、

高
橋
信
子
、
松
本
良
子
、
山
下
明

子
、
近
藤
く
み
子

第
９
回
わ
か
ば
杯

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　
５
月
６
日
、
花
園
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場
で
第
９
回
わ
か
ば
杯
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称

略
）

初
心
者
の
部
（　

Ｍ
Ｗ
）
２
位　

１０

谷
口
舞
香
、
３
位　

丸
目
紗
和

初
心
者
の
部（　

Ｍ
Ｗ
リ
カ
ー
ブ
）

３０

優
勝　

丸
目
悠
生

初
心
者
の
部
（　

Ｍ
Ｗ
コ
ン
パ
ウ

３０

ン
ド
）
３
位
　
上
野
ひ
と
み

成
年
の
部
（　

・　

Ｍ
コ
ン
パ
ウ

５０

３０

ン
ド
）
２
位
　
谷
口
裕
子
、
３
位

谷
口
幸
夫

春
季
花
園
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
４
月
９
日
か
ら
　
日
ま
で
の
う

２５

ち
６
日
間
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
平
成
　
年
度

１９

春
季
花
園
地
区
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、　１４

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
２
ク
ラ
ス
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
競
わ
れ
る
同
大
会
は
、
花
園
地

区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
が
毎

年
、
春
と
秋
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
　
古
保
里
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
２
位
　
佐
野
ク
ラ
ブ

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
　
古
保
里
愛
球
会

　
　
　
　
２
位
　
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

第　

回
会
長
旗

１２
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

　
５
月
　
日
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

２０

熱戦が繰り広げられました

１
回ｎ

ａ
ｋ
ａ
ｆ
ｕ
.
ｃ
ｏ
ｍ

ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
県
内
各

地
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、《
明
る
い
豊
か
な
街

づ
く
り
》
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
㈱

中
村
不
動
産
開
発
が
ミ
ニ
バ
レ
ー

を
通
じ
て
宇
土
市
が
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
活
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
願
い
、

主
催
し
た
も
の
で
す
。
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
。

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
　
エ
ン
ジ
ェ
ル

ハ
ー
ト
、
２
位
　
プ
チ
り
ん
ご
、

３
位
　
紅
〔
く
れ
な
い
〕

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
　
ゆ
か
い
な
仲
間
、

２
位
　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
、
３
位
　

ジ
ャ
ム
ね
こ
さ
ん

Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
　
シ
ャ
ー
マ
ン
、

２
位
　
シ
ャ
ー
マ
ン
Ｚ
、
３
位
　

は
ず
れ
も
ん

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
お
知
ら
せ

７
月
８
日
　
う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
杯

宇
城
子
ど
も
劇
場６月

舞
台
公
演

人
形
劇
「
火
よ
う
日
の
ご
ち
そ
う

は
ひ
き
が
え
る
」

（
人
形
劇
団
京
芸
（
京
都
））

日
時
　
６
月
　
日
（
水
）

２７

　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
２０

場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
　
冬
の
真
っ
最
中
に
お
ば
さ

ん
の
家
ま
で
お
菓
子
を
届
け
に
い

こ
う
と
思
い
立
つ
、
ち
ょ
っ
と
迷

惑
な
ほ
ど
の
行
動
力
を
も
っ
た
ひ

き
が
え
る
ウ
ォ
ー
ト
ン
の
お
話
で

す
。
心
が
温
か
く
な
る
人
形
劇
。

ぜ
ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
宇
城
子
ど
も
劇
場

緯
姥
３
１
３
８

n
a
k
a
fu
.c
o
m

（
株
）
中
村
不
動

産
開
発
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

空
手
道
拳
和
会
第　

回
大
会

６４

　
５
月
　
日
、
市
民
体
育
館
で
空

２９

手
道
拳
和
会
第
　
回
大
会
が
開
催

６４

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
田
口
信
夫
市
長

が
「
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
宇

土
道
場
の
吉
本
侑
生
選
手
が
力
強

く
宣
誓
し
開
会
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、
県
内
各
地
の
小

学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
１
１
０
人

が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
宇
土
道
場
の
選
手
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 億
億
 （
敬
称
略
）

型
の
部　

中
学
生
の
部
２
位
　
原

木
憲
裕

組
手
の
部　

小
１
・
幼
児
の
部
優

勝
　
福
岡
直
人
、
３
位
　
那
須
庄

馬
、
小
学
４
年
の
部
３
位　

福
岡

柊
人　

小
学
６
年
の
部
優
勝
　
佃

直
樹
、
一
般
男
子
優
勝　

緒
方
光

平

　
拳
和
会
宇
土
道
場
で
は
、
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
週

木
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
９

時
ま
で
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吉本選手の選手宣誓

宇土道場の皆さん
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第
３
期
脳
の
健
康
教
室

参
加
者
募
集

　
脳
の
健
康
教
室
と
は
、
簡
単
な

読
み
書
き
計
算
を
続
け
る
こ
と
で

認
知
症
の
予
防
や
改
善
に
つ
な
が

る
と
い
う
も
の
で
す
。
認
知
症
の

予
防
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
ろ
と
体

の
健
康
に
と
て
も
効
果
的
で
す
。

内
容
　
簡
単
な
読
み
書
き
計
算

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

６５

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
始
日
　
７
月
　
日
（
火
）

１０

宇
土
親
子
論
語
教
室
開
催

　
中
国
の
四
書
（
大
学
・
中
庸
・

論
語
・
孟
子
）
の
勉
強
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
「
中
国
古
典

研
究
会
・
中
澄
会
（
米
澄
邦
夫
会

長
）」
が
、「
論
語
」
を
親
子
で
学

べ
る
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

　
第
１
回
目
は
７
月
７
日
で
す
。

（
同
日
、
筑
紫
汎
三
先
生
に
よ
る

特
別
講
演
の
予
定
）

会
場
　
市
中
央
公
民
館

講
師
　
山
口
員
義（
中
澄
会
会
員
）

内
容
　
素
読
を
中
心
と
し
て
お
子

さ
ん
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説

明
し
ま
す
。

会
費
　
年
会
費
２
０
０
０
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
（
仮
名
論
語
）
代
と

し
て
１
２
０
０
円
も
必
要
で
す
）

受
講
対
象
者
　
親
子
（
お
子
さ
ん

は
６
歳
以
上
）
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
同
伴
も
可
（
大

人
の
方
で
も
興
味
・
関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

申
込
締
切
　
６
月
　
日
（
土
）

３０

　
　
　
　
　
先
着
　
人
２０

問
い
合
せ
先
　
同
会
事
務
局
（
山
口

税
理
士
事
務
所
内
）

緯
瓜
１
５
１
５

公共交通機関公共交通機関をを

利用しましょ利用しましょうう

　６月１日から松橋産交

～県会議事堂及び水道

町行きのバスの発着時

刻が替わりました。

　詳しくは、最寄りの

バス停でご確認いただ

くか又は産交バス　緯

０９６（３２５）０１００まで問

い合せください。

　
５
月
　
日
（
民
生
委
員
の
日
）

１２

花
園
公
民
館
前
で
東
部
民
生
児
童

委
員
協
議
会
が
「
年
の
功
は
伊
達

じ
ゃ
な
か
ば
い
　
い
き
る
知
恵
の

お
手
本
た
い
」
な
ど
を
書
い
た
看

板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
協
議
会
が
、
民
生

児
童
委
員
制
度
創
設
　
周
年
を
記

９０

念
し
て
企
画
し
、
手
づ
く
り
し
た

も
の
。
今
後
、
制
度
の
趣
旨
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
市
内
７
箇
所
に
設
置
す
る

予
定
で
す
。

わ
友だちの

（
毎
週
火
曜
日
）
ご
遠
方
の
方
は
送
迎
し
ま
す
。

時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
　
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
（
古
保
里
町
）

定
員
　
　
人
程
度

２０

教
材
費
　
月
２
０
０
０
円

申
込
締
切
　
６
月
　
日
（
土
）

３０

問
い
合
せ
先
　
た
ん
ぽ
ぽ
の
家

　
　
　
　
　
　
緯
厩
１
１
５
５

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
が

看
板
を
設
置

バスの発着時刻が

変わります

地域の方が見守っています

Ｑ．お仕事は？

Ａ．焼き鳥「串将」に勤めています。

Ｑ．趣味は？

Ａ．読書

Ｑ．今、一番やりたいことは？

Ａ．先輩や友人たちと大宴会をした

い。

Ｑ．将来の夢は？

Ａ．北海道に別荘を持ちたい。

Ｑ．理想のタイプは？

Ａ．芸能人でいえば田中美佐子さん。

Ｑ．「伝えたい一言」とその相手は？

Ａ．いつも、ご来店頂いているお客

さまへ

　　「毎度ありがとうございます」

Ｑ．次は誰を？

Ａ．右田拓朗さんを
村田達哉さん

（城塚町）

　
５
月
　
日
、
宇
城
学
園
グ
ラ
ウ

２６

ン
ド
（
住
吉
町
）
で
第
　
回
宇
城

１１

学
園
あ
じ
さ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

第　

回
宇
城
学
園

１１

あ
じ
さ
い
祭
り

地
元
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
約
４
０
０
人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
学
園
が
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
祭
り
で
は
、
宇
城
学
園
利
用
者

が
練
習
を
重
ね
て
き
た
合
唱
と
踊

り
を
披
露
し
開
会
。
華
や
か
に
飾

ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
地
元

住
民
に
よ
る
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど

で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

地元の子どもたちもボランティアとして協力
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ス
ポ
ー
ツ功労

者
・
優
秀
者
表
彰

　
５
月
　
日
、
市
体
育
協
会
評
議

１１

員
会
の
席
上
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
に
市
教

育
委
員
会
な
ら
び
に
市
体
育
協
会

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
・
優
秀
者

表
彰
が
贈
ら
れ
、
本
年
度
は
７
人
、

１
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

輝
い
て
る
ね

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

世
界
選
手
権
の
切
符
を
獲
得

赤
十
字
事
業
の
進
展
に
尽
力

　
５
月
２
日
、
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
日
本
赤
十
字
社
が
多
年
に
わ
た

り
、
赤
十
字
事
業
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
、
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
方

に
対
し
て
贈
る
銀
色
有
功
彰
な
ら

び
に
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
、
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 円
円
円
 （
敬
称
略
）

銀
色
有
功
章

　
吉
川
満
璃
子
（
本
町
１
）

感
謝
状
　

　
甲
斐
き
み
子
（
網
津
町
）

　
今
田
美
代
子
（
笹
原
町
）

　
寺
本
三
枝
子
（
上
網
田
町
）

感謝状を手にする受賞者の皆さん

教
育
委
員
会
か
ら
感
謝
状

　
５
月
１
日
、
市
教
育
委
員
会
で

久
多
見
久
さ
ん
（
三
拾
町
）
に
緒

方
勇
教
育
委
員
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
多
見
さ
ん
は
市
文
化
協
会
会

長
や
社
会
教
育
委
員
な
ど
を
歴
任

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習

の
推
進
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
に
な
り

ま
し
た
。

で
夫
の
幸
夫
さ
ん
や
娘
の
舞
香
さ

ん
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
を
し
て

い
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
一
家
。

　
う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
教
室
で
初
め
て
弓
を
手

に
し
て
競
技
を
始
め
、
週
数
回
、

走
潟
地
区
体
育
館
や
花
園
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
場
で
練
習
を
積
み
重
ね
、

３
年
前
に
全
日
本
社
会
人
選
手
権

を
制
覇
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
部
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
今
回
出
場
す
る
世
界
選
手
権

が
最
高
峰
の
大
会
。
家
族
と
と
も

に
練
習
に
励
み
、
世
界
を
相
手
に

戦
い
を
挑
む
谷
口
選
手

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

※
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
と
は
、

弓
に
滑
車
が
つ
い
て
い

る
た
め
、
引
き
重
量
が

途
中
で
軽
く
な
る
仕
組

み
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

国
体
の
種
目
に
あ
る
の

は
、
滑
車
が
つ
い
て
い

な
い
リ
カ
ー
ブ
。

　
５
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
静
岡

１１

１３

県
に
お
い
て
第
　
回
ア
ー
チ
ェ

４４

リ
ー
世
界
選
手
権
代
表
選
考
会
が

開
催
さ
れ
、
谷
口
裕
子
選
手
（
松

山
町
）
が
見
事
、
初
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
７
月
に
ド
イ
ツ
で

行
わ
れ
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
世
界
選

手
権
の
予
選
。
女
子
コ
ン
パ
ウ
ン

ド
の
部
に
出
場
し
た
同
選
手
は
予

選
、
決
勝
と
世
界
大
会
常
連
の
選

手
と
接
戦
に
な
っ
た
も
の
の
、
２

位
に
３
点
差
で
競
り
勝
ち
、
見
事
、

世
界
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
谷
口
選
手
の
競
技
歴
は
４
年
半

功労者賞受賞の皆さん

優秀賞受賞の皆さん

功
労
賞

市
四
半
的
弓
道
協
会
推
薦

　
堀
川
定
（
神
馬
町
）

市
陸
上
協
会
推
薦

　
髙
木
実
男
（
笹
原
町
）

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
推
薦

　
藤
沢
勝
征
（
網
引
町
）

市
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
推
薦

　
伊
豫
輝
光
（
岩
古
曽
町
）

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
推
薦

　
松
田
祐
一
（
石
橋
町
）

優
秀
賞

全
国
大
会
優
勝
（
団
体
）

　
鶴
城
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

全
国
大
会
優
勝
（
個
人
）

　
奥
村
す
ず
な
（
鶴
城
中
３
年
）

　
須
藤
霞
（
鶴
城
中
３
年
）

受賞された久多見さん

世界初挑戦の谷口選手
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ＥＭネットワーク

　ＥＭぼかし団子は、赤土に、ＥＭぼかし、ガタ等を混ぜあわせ、団子状に丸め、

発酵させたものです。河川や海などの流れがある場所の浄化によく使用します。

　液体と違い、団子の場合少しずつ流れることにより、その場所でＥＭが滞在し、

浄化される効果があるのです。

　海の濁っている場所にＥＭ団子を入れ、経過を見た時、団子を入れた

部分のヘドロが徐々になくなり変化が確認できた事もありました。

　年２回の船場川クリーン作戦では、ＥＭぼかし団子の投入を行ってい

ます。

「ＥＭぼかし団子」

　宇土ライオンズクラブでは、ＥＭを利用したまちづくりを応援しています。

問い合せ先　宇土ライオンズクラブ　事務局　緯鰻０５９３

ＥＭネットワーＥＭネットワークク

市民の皆さんに「ＥＭ活性液（５００悪×２００本）」を無料で配布します。

　日　時：６月２２日（金）午前１０時～

　場　所：中央公民館

※ そのまま使えますので、まずは使ってみてください。

熊本県立宇土高等学校
〒８６９－０４５４　宇土市古城町６３

緯鰻００４３　胃鰻４７５３

ＨＰ  http://www.higo.ed.jp/sh/utohs/

mail　uto@bears.ed.jp

クラブ紹介＜女子バレー部＞宇高健児の意気を見よ！

　本校校歌の「金鉄とか

す夏の昼、氷雪むすぶ冬

の朝、舞鶴城址一千の麗

と肉とを鍛えつつ、高き

理想にあこがるる、宇高

健児の意気を見よ」この

歌詞そのものの体育祭で

した。生徒は創立８７年の

古きよき伝統を受け継ぎ、

本年度のテーマ「『新風』

～巻き起こせ！宇土高旋風！～」のもと、さわやかな若者らしい

風を吹かせてくれました。完全燃焼した生徒の「輝き」がご覧頂

けたでしょうか。

　当日、本校にお越しいただいた皆さま、本当にありがとうござ

いました。

見事な応援団の演舞

見事な演出、みんなが主役！

　４月３０日、第５回吹奏楽部定期演奏会

が宇土市民会館で開かれました。出演者

の一人ひとりが、そして観客の一人ひと

りが主役になれた、見事な演出でした。

　さすが岩代先生、映画監督になってい

らっしゃれば、カンヌも夢ではなかったでしょう。同窓会の方々

も、特別出演ありがとうございました。来年も多くの皆さまのご

来場をお待ちしています。

　私たち女子バレー部は、八綱領の「明朗」
「快活」「根性」「気力」「協調」「粘り」｢ファ
イト｣「チームワーク」をモットーに、３年
生７人・２年生１３人・１年生１０人の計３０

人で日々練習に励んでいます。

　１勝でも多く勝ち進めるチームを目指す

ことはもちろんですが、自分自身が自己の

弱い自分を知り、それに打ち勝つ強い精神

力を身につけ将来につなげていくことを目

的としています。

　顧問の清村先生のご指導の下、各々がそ

してチームが日々進化し続けています。３

年生にとっては、最後の公式戦となる高校

総体。強豪の城北高校と一戦目から対戦し

ますが、自分たちのやるべきことを全て出

しつくし、悔いのない、自分に誇れる試合

にしたいと思っています。
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めめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざそそそそそそそそそそそそそそそそうううううううううううううううう健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康食食食食食食食食食食食食食食食食生生生生生生生生生生生生生生生生めざそう健康食生活活活活活活活活活活活活活活活活活
～指針１　食を大切にする心を持ち、楽しみながら美味しく食事をしましょう。

くまもと２１食生活指針～

単身世帯や働く女性の増加など社会の変化にともなって“簡単”、“便利”な食への

ニーズが高まっています。

家族の食についても「孤食；１人で食事をとる」や「個食；家族が別々の料理を食べる」が見受けられます。

家族の団らんや人との交流を大切に

「おもてなしの心」を持ちましょう。

食事制限等がある方やうまくかめ

ない方も、誰もが食事を楽しむこ

とができるように心がけましょう。

食事づくりに参加し、食べる

ことに関心を持ちましょう。

食を通じたコミュニケーションは食の楽しさを実感させ、精神的な豊かさをもたらします。

ただ空腹を満たすだけではなく、食についての知識や食事の楽しさなども大切なことです。

市管理栄養士　秋山

１　食を大切にする心を持ち、楽しみながら美味しく食事をし

ましょう。

２　食事バランスガイドを活用して、主食・副菜・主菜を適量

で、組み合わせて食べましょう。

３　朝ごはんを毎日食べましょう。　

４　外食や中食を利用するときは、栄養成分表示等を参考にし

て選びましょう。

５　地産地消に心がけ、地域の食文化を大切にしましょう。

～くまもと２１食生活指針～

http：//www．pref．kumamoto．jp/health/kenkou/
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ふ
う
ち
ゃ
ん
の
供
こ
の
と
き
僑

岸
　
信
子
　
窺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
午
後
３
時
。
い
つ
も
の
よ
う
に

幼
稚
園
へ
末
っ
子
の
不
動
を
迎
え

に
行
き
、
自
転
車
の
後
ろ
に
乗
せ

て
帰
ろ
う
と
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
不
動
が
ふ
い
に
言
い
ま
し
た
。

　「
ね
ぇ
、
お
か
あ
さ
ん
、
ふ
う

ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
と
き
が
、
い
っ

ち
ば
ん
す
き
な
ん
だ
よ
」

　
え
？
供
こ
の
と
き
做
？
　
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、「
こ
の
と

き
っ
て
、
お
迎
え
の
時
の
こ

と
？
」
と
聞
き
返
す
と
、
不
動
は
、

う
ん
、
と
う
な
づ
い
て
、
答
え
ま

し
た
。

　「
だ
っ
て
、
お
か
あ
さ
ん
に
あ

え
る
か
ら
ね
！
も
っ
と
す
き
な
の

は
、
お
や
す
み
の
と
き
だ
よ
。

だ
っ
て
、
お
か
あ
さ
ん
に
ず
っ
と

あ
え
る
か
ら
ね
！
」

　
子
ど
も
の
言
葉
は
、
正
に
直
球

ス
ト
レ
ー
ト
。
真
っ
す
ぐ
に
気
持

ち
を
ぶ
つ
け
て
き
ま
す
。

　
自
転
車
を
こ
ぎ
な
が
ら
、
私
は

ん
だ
ろ
う
な
…
。

　『
男
は
外
へ
出
れ
ば
、
七
人
の

敵
が
い
る
』
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、

そ
れ
は
何
も
、
大
人
の
男
性
に
だ

け
当
て
は
ま
る
言
葉
で
は
な
く
て
、

こ
ん
な
ち
っ
ち
ゃ
な
子
ど
も
で
も
、

家
か
ら
一
歩
外
へ
出
れ
ば
、
周
り

は
け
っ
こ
う
厳
し
い
環
境
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
し
ら
…
。

…
そ
ん
な
中
で
、
５
歳
の
不
動
は

不
動
な
り
に
、
き
っ
と
一
生
懸
命

の
６
時
間
を
過
ご
し
て
る
ん
だ
…
。

　
息
子
へ
の
い
と
し
さ
が
胸
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
き
た
私
は
、
自

転
車
を
こ
ぎ
な
が
ら
決
心
し
ま
し

た
。

　
明
日
は
、
も
う
少
し
早
く
家
を

出
て
、
も
う
少
し
早
く
教
室
の
前

に
立
と
う
。
そ
し
て
、
今
日
よ
り

も
っ
と
明
る
い
笑
顔
で
ふ
う
ち
ゃ

ん
を
迎
え
よ
う
。

　
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
大
好
き
な
供
こ

の
と
き
做
が
、
も
っ
と
素
敵
な
瞬

間
に
な
る
よ
う
に
。　

考
え
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
の
前
で
、
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
、
と
別
れ
る
の
が
朝
の
９

時
。
そ
れ
か
ら
３
時
の
お
迎
え
ま

で
の
６
時
間
と
い
う
時
間
に
、
不

動
は
毎
日
、
ど
ん
な
経
験
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
？

　
跳
ん
だ
り
、
走
っ
た
り
、
作
っ

た
り
、
描
い
た
り
、
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
…
　
と
、

楽
し
い
時
間
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
反

面
、
一
生
懸
命
や
っ
て
み
て
も
出

来
な
く
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
り
、

お
友
だ
ち
に
か
ら
か
わ
れ
て
悲
し

い
思
い
を
し
た
り
、
け
ん
か
し
た

り
、
仲
間
は
ず
れ
に
な
っ
た
り
、

時
に
は
先
生
に
怒
ら
れ
た
り
…
　

と
、
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
す
る

「
子
宝
母
さ
ん
の
子
育
て
日
記
」
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　市保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を

行っています。赤ちゃんから高齢者の方まで、ど

なたでもお気軽にご利用ください。

受付時間　午前９～１１時
　　　　　（事前に電話での予約が必要です）

内　　容　身体測定、体脂肪測定、栄養相談など
その他、健康に関することで相談したいことがあ

る方はご相談ください。

健康相談をご利用ください

記事に関する問い合せは、市保健センター　緯鰻２３００まで

日曜・祝日当番医

電　話病・医院名月　日

２２－０３２４上野小児科医院（城之浦町）
　６．２４

２２－０１０８高浜病院（城之浦町）

２２－０２４１尾崎医院（本町１）
　７．　１

２２－０８７３吉田耳鼻咽喉科医院（浦田町）

２２－３６９２本多胃腸科内科医院（浦田町）
　７．　８

５８－１４１１やまもと泌尿器科クリニック（南段原町）

２２－００１７金森医院（本町６）
　７．１５

２７－１６１６小田医院（上網田町）

２２－１６００宇土中央クリニック（浦田町）
　７．１６

２２－０５２４宇土産婦人科医院（栄町）

（診療時間：午前９時～午後５時）

健康カレンダー

対象・その他受付時間場
所内　容月　日

妊　婦
午前１０時
～１０時１５分

市
　
保
　
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

妊婦健康相談

（母子手帳交付）
毎　週
火曜日

１６年５月生まれ
午後１時
～１時１５分

３歳児
健康診査

　６．２１

１９年４月生まれ
午前９時１５分
～９時３０分

すくすく学級　６．２７

１８年３月生まれ
午前９時
～９時１５分

幼児歯科教室　７．　２

１９年３月生まれ
午後１時
～１時１５分

３カ月児
健康診査

　７．　５

１７年１２月生まれ
午後１時
～１時１５分

１歳６カ月児
健康診査

　７．１１

１８年１２月生まれ
午後１時
～１時１５分

６カ月児
健康診査

　７．１２

１７年６月生まれ
午前９時
～９時１５分

ぴかぴか教室　７．１２

※０１２３親子の広場は、６月１８日、２５日、７月３日、９日、１７

日に利用できます。

みんなで楽しくクッキング教室
日　時　７月２６日（木）午前９時３０分～午後１２時３０分
場　所　市保健センター
対象者　小学生以下の子どもとその保護者
参加費　１００円
持参品　エプロン・三角巾
主　催　宇土市食生活改善推進員協議会
申　込　７月１２日（木）までに電話で申込みください。
　　　　※先着２０組になり次第、締め切ります。

申込・問い合せ先　市保健センター　緯鰻２３００

　新しい命を迎えるまでの間に、『自分たちの子育

て』＆『ママ友だち』を見つけませんか？

対象　妊婦及びその家族　１５組
日程　①　６月３０日（土）午前９時１０分～正午
　　　②　９月　８日（土）午前９時１０分～正午

　　　③１２月１５日（土）午前９時１０分～正午

　　　④　２月１６日（土）午前９時１０分～正午

内容　　・アロマオイルを使って『ペアマッサージ』
　　　・パパにもできる沐浴（おふろ入れ）の仕方

　　　・妊婦シミュレーション体験

　　　・ママ＆赤ちゃんの食事について

持参するもの　母子手帳、タオル、
筆記具、動きやすい

格好

申込先　市保健センター
　　　　緯鰻２３００

　　　　（開催日の３日前まで）

パ パ マ マ 教 室 ぷ く ぷ く

（ 両 親 学 級 ） の お 知 ら せ

「エイズ検査はあなたにも必要です」

 ～エイズ検査は簡単に受けられます～

※電話での事前予約が必要です。

※八代保健所は第３木曜日に夜間（午後５時～

７時）も実施しています。（予約は前日まで）

※上記のほか県内の保健所でも検査を実施して

います。

・検査は、無料です。

・検査は、匿名で受けられます。

・検査は、血液を少し採るだけです。

 ・検査は、こころ当たる日から３カ月以降に受

けてください。

即日検査
の実施

検査受付日時
※祝日を除く

保健所
（電話番号）

時間帯受付日

○

（水曜日

午前中）

午前９時～

午後３時

月曜日～

金曜日

宇城保健所

緯荏１２０７

○
午後1時～

午後４時
毎週木曜日

八代保健所

緯０９６５

（３２）６１２１

エイズ検査体制 相談は随時、受け付けています
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市
の
木

き
ん
も
く
せ
い

市
の
花

あ
じ
さ
い

市
の
鳥

メ
ジ
ロ

人口

心ゆたかな環境創造の宇土市

平成１９年６月１日現在

高齢者　あなたのマナーで防ぐ事故

市の交通事故発生件数
 １月１日から  ５月３１日まで平成
１９年

平成
１９年

６２１０２３１０

　３８，５９３人　（＋　２６人）

　１８，４８１人　（＋　　９人）

　２０，１１２人　（＋　１７人）

　１３，４７０世帯（＋　２４世帯）

（　）内は前月比

発生件数　１１５件（＋　１４件）

死　者　数　　０人（－　　２人）

負傷者数　１６３人（＋　３２人）

（　）内は前年
毅

比

市 の う ご き

　
４
月
　
日
、
市
商
工
会
の
市
商

２６

店
街
活
性
化
推
進
協
議
会
（
岡
崎

誠
男
会
長
）
が
「
う
と
１
０
０
円

商
店
街
・
 飛
躍
縁
祭
 」
を
開
催
し

ひ
や
く
え
ん
さ
い

ま
し
た
。

　
同
祭
は
、
商
店
街
に
「
多
く
の

人
に
店
に
来
て
も
ら
い
、
店
を

知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
市
内
　
店
７０

舗
が
１
０
０
円
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
、
通
常
１
５
０
円
～
５
０
０
円

う
と
１
０
０
円
商
店

う
と
１
０
０
円
商
店
街街

相
当
の
魚
や
飲
み
物
、
靴
下
、
弁

当
な
ど
を
１
０
０
円
で
提
供
す
る

も
の
で
、
昨
年
の
　
月
、　

月
の

１１

１２

開
催
に
引
き
続
き
３
回
目
の
開
催
。

　
同
日
は
、
本
町
通
り
、
城
之
浦

通
り
な
ど
に
は
地
図
を
見
な
が
ら

歩
く
買
い
物
客
の
姿
も
見
ら
れ
、

ま
た
、
５
店
舗
で
買
い
物
を
す
れ

ば
抽
選
が
で
き
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
行
わ
れ
、
商
店
街
は
多
く

の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー

　
同
日
は
、
商
工
会
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
で
結
成
し
た

ち
ん
ど
ん
屋「
八
郎
一
座
」

が
デ
ビ
ュ
ー
。
市
中
心
部

か
ら
各
商
店
街
を
練
り
歩

き
、
鉦
や
太
鼓
を
鳴
ら
し

て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
座
長
で
ギ

タ
ー
担
当
の
室
昌
幸
さ
ん
、

同
協
議
会
委
員
長
で
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
担
当
の
中
村
司
さ
ん
、

そ
し
て
木
琴
担
当
の
藤
田

元
気
い
っ
ぱ
い
商
店

元
気
い
っ
ぱ
い
商
店
街街

商店街を練り歩く「八郎一座」

雅
也
さ
ん
、
鉦
と
太
鼓
担
当
の
福

島
奈
津
美
さ
ん
の
４
人
。
毎
週
２

～
３
回
、
仕
事
終
了
後
、
練
習
を

積
み
重
ね
、
本
番
で
は
、
買
い
物

客
や
見
学
に
来
て
い
た
保
育
園
児

ら
に
手
拍
子
を
受
け
な
が
ら
、
見

事
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
テ
レ
ビ
で
お
な

じ
み
の
本
橋
馨
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も

商
店
街
に
駆
け
つ
け
、
日
用
品
や

洋
服
な
ど
を
販
売
す
る
「
も
っ

ち
ゃ
ん
商
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、

商
店
街
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
回
は
７
月
　
日
に
開

２６

催
予
定
で
す
。

スタンプラリーの抽選会

大賑わいの「モッちゃん商店」

　
表
紙
の
写
真
は
、
轟
泉
自
然
公

園
内
に
植
え
て
あ
る
約
３
０
０
０

株
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
で
す
。

　
同
シ
ョ
ウ
ブ
園
は
　
年
前
に
整

１２

備
。
毎
年
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
、
６
月
上
旬
、
宇
土
市

の
名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
　
歳
代
～
　
歳
代
の
方
の
会
話
。

４０

５０

Ｓ
さ
ん
「
小
学
生
の
と
き
、
テ
ス

ト
で
蛙
の
絵
が
描
い
て
あ
っ
て
こ

れ
は
何
？
っ
て
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
そ
の
答
え
を
書
く
欄
は
三
文

字
し
か
な
く
て
、
悩
ん
で
『
び
き

た
』
ま
で
普
通
に
書
い
て
、
『
た
』

の
欄
の
中
に
小
さ
く
『
ん
』
て
書

い
た
ら
『
△
』
だ
っ
た
。
な
ん
で

『
○
』
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」

　
そ
れ
を
聞
き
、
笑
い
転
げ
る
私

を
見
て
　
歳
代
の
方
が
一
言
。

５０

Ｈ
さ
ん「
こ
や
つ
、
ぞ
く
っ
と
る
」

　
私
は
多
世
代
と
話
す
機
会
が
多

い
職
業
な
が
ら
も
分
か
ら
な
い
方

言
ば
か
り
。
昔
か
ら
引
き
継
が
れ

て
い
る
伝
統
文
化
も
次
世
代
に
繋

げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
方

言
も
あ
る
程
度
は
次
世
代
に
伝
え

た
ほ
う
が
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
「
ぞ
く
っ
と
る
」
は

「
馬
鹿
に
し
て
る
」
の
よ
う
な
意

味
だ
そ
う
で
す
。　
　
　
　（
５
）


